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海と、約束と、年下の男の子。
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「じゃあ、一緒にどこか、行っちゃお」

　そう口にした私は、この子の気持ちなんかわかっていなくて。

　ただ、自分がどこかへ行ってしまいたくて。

　この子を口実に、自分が逃げ出したかっただけで。

　それなのに。

「あの日、僕を救ってくれたのは、環奈だったよ」

　救ったつもりなんてなかった、あの日の男の子。あの子が、十年越しに私を掬い上げにきてくれるなんて、思ってもみなかったの。

















第一話：あの日の男の子












　社会人六年目。二十八歳。冬場に生足を出してる女子高生を見ると、こっちまで寒くなってしまう年齢になったし、夏場にノースリーブ女子を見ると、二の腕が出せて羨ましいなって思う体型になってきた。着実に、身も心もアラサーに近づいてきている。……彼氏も、いないのに。

「お母さん、これどこにしまうの？」

「ああそれはね、裏の――やっぱいいわ、わかんないでしょ。お母さん持ってくからそこ置いといて」

「……はぁい」

　実家を出たのは大学へ進学する十八の時。卒業後もそのまま東京で一人暮らしをしている。法事で帰ってきたけど、実家の勝手なんて全然わからなくて、片付けの手伝いすら戦力外通告を受けてしまった。手持ち無沙汰になった私は、ほぼ物置と化している自分の部屋で喪服を脱いだ。タンスにしまってあった服を適当に取り出して袖を通す。よく見ると、高校の指定ジャージだった。

「こんなもの、まだ取ってあるのか……」

　懐かしいなぁ、なんて思いながら、お母さんが忙せわしなく片付けをしているリビングへ戻った。

「まあ、懐かしい。そうしてるとあんた、まだ高校生みたいねぇ」

「いやいや、そんなわけないでしょ」

　言いながら私は、ソファに座る。座るというか、半分横になるみたいに。昨日、今日と凌二おじさんの通夜と葬儀があって、葬儀場に近い我が家には親戚が大勢出入りしていた。疲れた。こういうのは結構体力を使う。何より、

「いい人はいないの」

「結婚とか考える年でしょう」

「そろそろ子どもも産んでおかないと」

「いとこのなっちゃんはもう三人目がお腹に」

「東京なんてずっと住むとこじゃないんだし」

「そういえばうちの会社に独身のいい人がいるんだけど」

　――とまあ、親戚のおばちゃんらに好き勝手言われて、ヘラヘラ笑いながらやり過ごすことがとんでもなく大変だった。

　わかってる。わかってるよ。そりゃ心配だよね。心配して言ってくれてるんだよね。二十八歳って東京じゃ結婚してなくても普通だけど、二十三から二十五歳くらいにみんな結婚していくここら辺じゃ、「行き遅れちゃった」年齢なんだから。

「はぁ～……」

「何あんた、そんなため息なんかついて」

「いやぁ、久々に帰ってきたから、おばさんたちのパワーに気圧されたかな」

「何よ、それ」

　お母さんはケラケラと笑いながらエプロンを外した。冷凍庫を開閉する音がして、キッチンから私の好きなバニラアイスと、薄っぺらな木のスプーンを持ってきてくれる。

「あ、ありがと」

「何？　笹子さんになんか言われたの」

　ソファに腰を下ろしたお母さんが、そう言いながらリモコンでテレビの電源をつける。高校生の頃によく見ていた地元のローカルアナウンサーの男性が、畑で尻餅をついているのがテレビに映った。

　冷凍庫から出したばかりのアイスはまだ硬くて、木のスプーンは刺さりそうにない。コツ、コツ、と何度もアイスを叩いた。

「笹子おばさんだけじゃないけど……ていうか、笹子おばさん意外と元気そうだったね。喪主だし、もっとこう、落ち込んでるかと思った」

「あれはね、あの人はああやって忙しくして、そうやってどうにか気を張ってるのよ。夫婦なんてそれまで仲が良かろうが悪かろうが、片方がいなくなる時にはぽっかり穴が開くものなんだから」

「……ふうん」

　――お母さんも、そうだったのかな。と思ったけど、口には出さなかった。

　私の父は、私が小学校に入った頃、病気で亡くなった。葬儀のことはほとんど覚えていないし、お母さんがどんな感じだったかも、全然思い出せない。

　あの時、「狭山の男は短命なんだよ」って、笹子おばさんが言っていたのを思い出す。父が亡くなった時、残された狭山家の男は、笹子おばさんの夫、凌二おじさんだけだった。

「あ、そういえばこの人、このアナウンサーの人ね、最近結婚したのよ」

「……へぇー」

　話をそらすようにそう言ったお母さんの言葉に、なんとなく気まずい気持ちになる。テレビの画面では、顔に泥をつけた男性アナウンサーが、人の良さそうな顔で笑っていた。

（この人、確か私が高校生の時に一年目のアナウンサーだったから……）

　六歳くらい年上かな、と思って今の年齢を計算する。三十四歳。この人は、この年までこの場所で結婚しないまま生きてきて、何か言われたんだろうか。それとも、男の人だから何も言われなかったんだろうか。

「あっ、そうそうあんた、望月さんって覚えてる？」

「モチヅキさん？」

「ほら、二丁目の」

「うーん……？」

　頭の中に、学生時代の友達を思い浮かべてみる。二丁目に住んでいたのは確か、サワちゃんと……だめだ、他には誰も思い浮かばない。

「ごめん、わかんないや」

「そうなの？　ほら、小さい男の子がいたじゃない、顔のキレーイな」

「小さい、男の子、ねぇ」

　やっとゆるんできたバニラアイスに木のスプーンを差し込んで、そっと掬い上げた。口に運ぶと、冷たさと、甘さがパッと広がる。






『……環奈ちゃんに、あげる』






「――ああ！　龍ちゃん！」

「そうそう、龍之介くんだったかしら」

「うん、そう、龍之介くん！　うわあ、懐かしいっ」

　名前を口にした途端、頭の中にあの日の光景が鮮明に再生された。あの日。二人でちょっとした逃避行をした日。――雲ひとつない、真っ青な空。光り輝く海。海辺で食べたバニラアイス。可愛く笑う、小さな男の子。……そう、そうだった。どうして忘れてたんだろう。私、あの日から、バニラアイスを好きになったのに。
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「っ、はぁ～～～～～……」

　私は、本日何度目だかわからないため息をついた。

　学校に、行きたくない。どうしようもなく、行きたくない。

　仮病を使おうにも今までの私は健康優良児すぎたし、そもそも、看護師をやっているお母さんに仮病なんか通じるわけがない。

　だけど、どうしても、学校に行きたくない。

　ちょっと勉強ができるからって、中学の先生から、有名進学校である隣町の女子校への進学を勧められた。やりたいことも、なりたいものも特になかった私は、「それなら少しでも偏差値の高い学校へ行った方がいい」という先生や周りの大人たちの言葉だけを頼りに、その女子校を受験して、無事、合格した。

　そういうものだと思っていたし、それでいいと思っていた。でも、私は私の性質というか、性格というか、そういうものを全然わかっていなかった。

　私は、ちょっと、空気が読めない。

　特に、女子同士の間に流れる、細やかで甘ったるいあの、空気。トイレに誘われたらとりあえず一緒に行った方がいいとか、誰かが嫌いだと言うものを好きだと主張しない方がいいとか。そういう、空気。

　あれが、どうにも私には読めない。それどころか、感じ取れない。

　そういえば、中学時代もあんまり友達が多い方じゃなかった。というか、幼馴染のサワちゃんとアキちゃんくらいしか、友達と呼べる人はいなかった。

　二人は、私の性格をわかっていて、「そういうものだ」と思って接してくれていたんだ。二人が優しかったから、私はなんとか中学生活を楽しく送れていただけ。それなのに。

「はぁ～……」

　二人は、家から自転車で通える範囲の高校の、普通科へ進学した。私は、隣町までバスで一時間近くかけて通学している。会える時間も減ってしまったし、たまの休みに遊んでも、私だけ共通の話題を失ってしまって、疎外感を覚えて、結局、ここ一年くらいは二人にも会っていない。仕方ない。仕方ないって、わかってる。だって、そういう道を選んだのは、私だ。二人は何も、悪くない。

　最初の二年間は、それでもまぁ、なんとかやってこられた。だけど、二年生の冬。修学旅行で、私は実感した。自由行動の時間に、私には、一緒に回ってくれる友達がいなかったのだ。

「……はぁ」

　あの時のことは、思い出しただけで嫌な気持ちになる。お腹の奥が、グッと掴まれているような、重いような、そういう感覚に陥る。今日は、学校へ行こうと家を出て、バス停に着いたところでそういう気持ちになって、その場から動けなくなってしまった。

　この辺はバスが少ない。通勤、通学の時間帯でも、四十五分に一本くらいしかバスがこない。昼間なんて二時間に一本だけ。私はそのバスを、もう、二本も見送った。

　乗れなかった。どうしても、乗りたくなかった。学校がこんなに楽しくないなんて、知らなかった。

「……お母さん、怒るかなぁ……」

　お父さんが死んじゃってから、私を女手ひとつで育ててくれているお母さん。看護師だから夜勤もあって、そういうとき私は、車で十五分くらいのところに住んでいる笹子おばさんの所に預けられた。高校生になってからは、家に一人でいるようになったけど。

「はぁ……」

　と、何度目だかわからないため息をついたとき、

「――環奈ちゃん？」

「え？」

　小さな男の子に声をかけられた。

「龍ちゃん？　え、ここで何してるの？」

　今は平日の朝で、学校はもうとっくに始業時間を過ぎていて、それに、龍ちゃんはランドセルじゃなくて、大きなリュックサックを背負っていた。

　龍ちゃん――二丁目に住んでいる望月龍之介くん。お母さんがハーフだかクオーターだかで、お母さん譲りの柔らかな髪の毛が、日に当たって茶色く光っている。まだ小学生なのに、なんていうかもう、イケメンとして顔が完成している感じだ。クラスにこんな子がいたら……たぶん、クラスの女子の半分は恋に落ちていると思う。

　年も近くなければ、子供の足では家が近いとも言えない距離に住んでいる私と龍ちゃんは、二年前、私のお母さんが働いている病院で出会った。

　龍ちゃんのお母さんが急性虫垂炎で入院したとき。お見舞いに来ていた龍ちゃんが、一人、中庭でつまらなそうにしているのを見かけて声をかけたのがきっかけだった。

　雨が降りそうで、私はたしか、お母さんに傘を持ってきたところで。だから余計に、龍ちゃんが気になった。中庭で、ひとりぼっちで、今にも降り出しそうな曇天の空を見上げている、綺麗な男の子。

（そうだ、あの時も『ここで何してるの？』って声をかけた気がする）

　私がそんなことを思い出していると、龍ちゃんは、あの時みたいに不安そうな表情で、でもそれを必死に押し殺している様子で、

「……僕、ひとりで生きていくんだ」

　と言った。自分で発したその言葉に、ぐっと押し出されそうな涙をこらえて、身体の半分くらいある大きなリュックの肩紐を、ぎゅっと両手で強く握った。

「……学校は？」

　私は、なんて声をかければいいのかわからなくて、自分だってサボってるくせに、そんなことを聞いた。

「行かない……行きたい、けど」

「行きたいんだ」

　えらいなぁ、学校に行きたいなんて。私がそんな見当外れなことを考えていると、道の向こうに、小さくバスが見えた。私が通う女子校へ向かうバスとは、反対方面へ向かうバス。

「ねえ龍ちゃん、どこに行くの？」

「……決まってない」

「バスに乗るの？」

「……うん」

「乗れるの？」

「……」

　小学校六年生。ひとりでバスに乗ったことがあるかどうかは、ちょっと微妙なお年頃だと思う。私の問いかけに、龍ちゃんは答えない。ひとりで乗る自信がないのかもしれないし、口を開いたら、弱音とか、涙とか、そういうものが溢れてきちゃいそうなのかもしれない。

「――じゃあ、一緒に乗ろ？」

「……えっ？」

　龍ちゃんが、びっくりした顔でこっちを見ている。私も、内心、自分の言葉にびっくりしていた。それくらい、反射的に出てきた言葉だった。

「一緒にどこか、行っちゃお」

　私は龍ちゃんの手を引いて、横断歩道を渡った。






「……」

「……」

　バスの、一番後ろの席に座る。

　重そうに背負っていたリュックサックを席の一番端に置いて、龍ちゃんはじっと前を向いて座っていた。

（……家出、ってことだよね）

　小学生の男の子が、あんなにお母さんのことが大好きな男の子が、学校にも「行きたい」って言う男の子が、どうして家出なんてしようと思ったんだろう。理由がぜんぜんわからなくて、見当もつかなくて、でも、聞いていいことなのかわからなくて、私も、じっと黙ってバスに揺られた。もっと空気の読める女子なら、何か気の利いたことも言えたかもしれないけど、私はそうじゃないから、黙っていた。

　クーラーの効いた車内にいるのに、龍ちゃんのおでこにはじんわりと汗が浮かんでいて、膝の上で、ぐっと両手を握っている。小さくて柔らかな手の甲に、うっすらと筋が浮かんでいた。

「……汗、拭く？」

　私がハンカチを差し出すと、龍ちゃんは「持ってる」と言って自分のズボンのポケットに手を入れた。でも、右横、左横、右後ろ、左後ろ……と順番にポケットに手を入れても、ハンカチは入っていなかった。

「龍ちゃん、どうぞ」

「……うん」

　罰が悪そうにハンカチを受け取った龍ちゃんが、そっとおでこの汗をぬぐった。

　龍ちゃんは小さな声で「ありがとう」と言って、それから、たぶん、「洗って返すね」と言いかけて、「そうだ自分はもう家には帰らないんだった」と思い出したようだった。思い出して、ちょっと困ったように眉毛を下げた。クラゲの刺繍がされた青いハンカチ。中学の修学旅行で、水族館で買ったやつだった。友達と回った、楽しかった修学旅行の思い出。

「えっと……」

　汚してしまったハンカチをそのまま返すのに抵抗があるみたいで、まごまごしていた。小学生なのによくできた子だなぁ、なんて思いながら、その挙動が可愛らしくて、私はなんだか笑ってしまう。

「あげる。青だから男の子でも使えるでしょ。それに、これから旅に出るのにハンカチがないのは困るだろうから」

　思い出を手放すのは惜しい気もしたけど、手放した方がいいような気もした。龍ちゃんは、

「……ありが、とう」

　私と目を合わさないままそう言って、クラゲのハンカチをぎゅっと握って、それから、やっぱり前方をじっと見据えた。

「あっ」

　そんな龍ちゃんを見て、私には名案が浮かんだ。

「ねえ龍ちゃん、海に行こう」

「海？」

「うん、このバスの終点。隣町にある海岸に着くの。そこに行ってみない？」

「……水着とか、持ってないけど」

「あははっ、私も持ってないよ」

　龍ちゃんは変わらず不安そうだったけど、行き先が決まったことでちょっとだけホッとしているようにも見えた。

　終点でバスを降りるとき、龍ちゃんは、青い色の小銭入れから丁寧に小銭を取り出して、運転手のおじさんに「ありがとうございました」と頭を下げた。私もそれに倣って、ＩＣカードをかざしながら「ありがとうございました」と言った。

　運転手のおじさんは、ちょっとだけ怪訝そうに私たちを見ていた。そりゃそうだ、こんな平日に高校生が、大荷物の小学生を連れて海なんて。

　龍ちゃんに「行こ」と声をかけて、私はちょっとだけ急ぎ足で海岸へ向かった。

「うわぁっ」

　目の前に、海が広がる。真っ青な空に、真っ青な海が映えていた。思い切り息を吸い込むと、潮風が鼻腔をくすぐった。

「海とか久しぶりだなぁ」

「……」

　龍ちゃんは、ただ黙って私の後をついてくる。

　少し歩くと、おしゃれなカフェや、小さな屋台が数軒並んでいた。でも、まだシーズンには少し早くて、「準備中」の札が下がっている店が多い。まあ、開いていたとしても、私にはちょっとお高くて、気軽に入れそうなお店ではなさそうだけど。

「龍ちゃん、あそこでちょっと休憩しよう」

「……うん」

　ちょっと先にあるベンチを指差す。龍ちゃんは疲れてきたみたいで、私の提案に、素直に賛同してくれた。さっき私があげたハンカチで、時々、おでこや首筋の汗をぬぐっている。茶色い髪の毛が、おでこにぺったりと貼り付いていた。

「リュック、重くない？　持とうか？」

「平気。環奈ちゃんもバッグ、自分の持ってるし、重いでしょ」

「私は置き勉してるからあんまり重くないし、大丈夫だよ」

「置き勉？」

　小学生の龍ちゃんには、まだ置き勉っていう考えはないらしい。そういえば私も、中学一年生くらいまではちゃんと、毎日教科書とかを持ち帰っていた気がする。

　龍ちゃんにはもちろんそんなつもりはないだろうけど、なんだか自分の不真面目さを責められているような気持ちになった。

「あ～……ほら、辞書とかは学校に置いてあるからさ、あんまり重くないの」

「そっか、そうなんだ」

　本当は辞書だけじゃなくて英語と数学以外の教科書は全部学校のロッカーに入れてあるけど、それは言わないでおいた。

「荷物置いて、ちょっと座って待っててくれる？」

「え？」

　ベンチに座った龍ちゃんの顔が、不安そうに曇った。

「環奈ちゃん……どこ行くの？」

　その一言で、龍ちゃんの不安が、痛いほど伝わってきた。

　小学生の頃、隣町へ行くのだって大冒険だったし、なんなら同じ町内でも一丁目から五丁目へ行くのは結構な距離があると思っていた。今は、バスで通学しているのもあって隣町なんてすぐそこじゃんって思うけど、龍ちゃんはそうじゃない。

　もしかしたらこの海には来たことがないのかもしれないし、相当な覚悟で家を出てきたのだとしても、知らないところでいきなりひとりぼっちにされるのは、そりゃ不安なはずだ。

　でも、疲れている様子の龍ちゃんをこれ以上連れまわすのも申し訳ないなと思って、私は、

「飲み物買ってくるだけだから、ちょっとだけ待っててね」

　と言ってその場を後にした。急ぎ足で、さっき見かけた小さな屋台に向かう。

「おじさん、ラムネください」

「あいよ、ひとつ？」

「ふたつ！　……あ、あとこのバニラアイスも」

「こっちもふたつかい？」

　ふたつ、と言おうとして、私は、今日は手持ちがそんなにないってことを思い出した。

（帰りのバス代はＩＣカードにチャージされているからいいとして、あ、でも、もし龍ちゃんのバス代が足りなかったら困るなぁ……うーん）

　ちょっと考えてから、私は、「アイスはひとつで」と答えた。クーラーボックスの氷でキンキンに冷やされたラムネの瓶と、見たことないメーカーの、カップのバニラアイス。それから、紙に包まれた木のスプーンを受け取った。

　今更になって、龍ちゃんを一人で待たせていることが不安になってきた。変な人に声をかけられていたら、もしいなくなっていたら……嫌な想像に押し出されるように、私は龍ちゃんの元へ駆け出した。

「龍ちゃん、お待たせっ」

　ずい、と龍ちゃんの前にラムネとバニラアイスを差し出す。龍ちゃんはちょっとだけ驚いた様子で、それから嬉しそうに頬を緩めて、ラムネとアイスを受け取った。

　突然走って、突然停止したから、おでこから汗が噴き出してきた。私はそれを手の甲で雑に拭って、龍ちゃんの隣に腰を下ろした。座ると、目の前に海が広がる。

「あ、あの、お金」

「え、いいよ！　自分のを買うついでだし」

　まさか小学生にそんなことを言われるなんて思ってもみなくて、声が上ずってしまった。

「年長者にいいカッコさせておきなさい」

「イイカッコ……、ありがとう」

　聞き慣れない言い方だったのか、龍ちゃんが辿々しく言葉を復唱して、それから嬉しそうに笑った。あまりにも綺麗に笑うから、小学生相手に思わずドキッとする。なんて、綺麗な子なんだろう。

「ら、ラムネ飲んじゃお。ぬるくなっちゃうからね」

　私はなんだか恥ずかしくて、誤魔化すようにそう言いながら龍ちゃんから顔をそらした。ラムネの口の部分を覆っているビニールを剥がす。……けど、

「あ、あれ？」

　そこから先の開け方が、わからない。

（え？　あれ？　なんかこの蓋をこう、なんか、ぐいっとやるんじゃなかったっけ……？）

　瓶のラムネは、ペットボトルと違って、蓋をくるくる回して開けるものではない。子どもの頃、お父さんに開けてもらった時の記憶を頼りに蓋を開けようとするけど、全然開かない。お父さんはあんなにも簡単そうに、小気味いい音を立てて瓶を開けていたというのに。私の手の中にある瓶は、うんともすんとも言わないし、もちろん開く気配もない。

　クーラーボックスで冷やされていたラムネの瓶から伝って落ちた水滴が、制服のスカートに落ちて、シミを作っていく。

「……あの、環奈ちゃん」

　龍ちゃんが、私のラムネに手を伸ばした。

「僕もイイカッコ、させてほしい」

　暑さのせいで、ほっぺたが林檎みたいに赤い龍ちゃんが、そう言って私のラムネを受け取る。すると、すぐにカシュッ……と小気味いい音が鳴って、ラムネの蓋が開いた。開けてくれた。いとも簡単そうに。

「えっ、ええっ、ど、どうやって」

「この、これをひっくり返して蓋に入れると、ビー玉が落ちて飲めるようになるんだよ」

「へぇ！　すごい、龍ちゃん物知りだね」

　私がそう言うと、龍ちゃんは嬉しそうに、だけどどこか恥ずかしそうに笑った。さっきまで緊張した様子だったから、ちょっとだけ安心する。蓋の空いたラムネを受け取ると、龍ちゃんは自分のラムネもやっぱり簡単そうに蓋を開けた。

　くい、と顎を上げてラムネを喉の奥へ流していく。口の中で、喉の奥で、冷えた炭酸がシュワシュワと弾けた。喉の渇きが潤っていく感じがして、そこでようやく、喉が渇いていたことを自覚した。

「ふぅ……ごめんね、龍ちゃんも喉乾いてたでしょ。私が終点まで行こうなんて言っちゃったから」

「ううん、大丈夫。美味しいね、ラムネ」

　龍ちゃんが、手の甲でおでこの汗を拭う。ハンカチは膝の上に敷かれて、その上にバニラアイスのカップが載せられていた。

　龍ちゃんは、真剣な面持ちで目の前に広がる海を見据えていた。長いまつ毛が綺麗にカールして、光に照らされてキラキラと光っている。綺麗な横顔だな、なんて思いながら、私は、聞くなら今しかない、と思って口を開いた。

「どうして、家出しようと思ったの？」

「……」

　龍ちゃんの横顔が、少しだけ強張った気がした。

「……言いたくなければ、いいんだけど」

　そう言うと、龍ちゃんが心許なさそうな表情を浮かべて、こっちを見た。

「……お父さんの、仕事で……アメリカに行くって」

「えっ、いつ？」

「来週……」

「それは、……急な話だね」

　言葉が見つからなくて、なんの慰めにも解決にもならない言葉が口をついて出た。きっと、この場所が好きで、学校が好きで、家族が好きな龍ちゃんにとって、すごく辛いことだろうなってことは簡単に想像がついた。

　だけど、ちょっとだけ。ちょっとだけ、羨ましいなって思ってしまった。

　どうせ自分のことを誰も知らない場所へ行くなら、隣町の女子校なんかじゃなくて、アメリカとか、そういう、本当に遠いところへ行ってしまいたいな、って。

「ねえ、アメリカってどんなところ？」

「え？」

「行ったことある？」

「……お母さんの家族に会いに、何回か行ったことあるけど……」

　龍ちゃんの横顔が、この会話に乗り気じゃないって雄弁に語っていたけど、私は構わず話を進めた。

「アメリカで暮らすなんてさ、かっこいいよね」

「……どうかな」

「だって英語が喋れるようになるんでしょ」

「……喋らないと、生きていけないから」

「あ、もしかしてもうすでに英語喋れる？」

「……少しだけ」

「えっ、すごい。龍ちゃんってかっこいいね」

「……」

　アメリカへ行くことに前向きになってほしくて、それでこの家出を取りやめてほしくてそう言ったけど、ちょっと、わざとらしかったかもしれない。龍ちゃんは、何も言わずにラムネの瓶を口元に近づけ、ごくごくと細い喉を鳴らした。

「龍ちゃんは、どんな大人になるんだろうなぁ」

「……」

「背が高くって、英語が喋れてさ、きっとすごくかっこよくなるね」

　大人になった龍ちゃんを想像しようと思ったけど、上手く想像できなかった。でもきっと、綺麗な人になる。素敵な大人になる。アメリカにいても、日本にいても、きっとモテるんだろうなぁ、なんて思いながらラムネを一口飲んだ。

　龍ちゃんの横顔を盗み見る。

　龍ちゃんは、空になったラムネの瓶をベンチに置いて、ハンカチの上に置いたアイスのカップをそっと手に取った。そして、何かを決意したように、

「……僕、行かない」と言った。

「え……け、けどさ、家族と離れ離れになるのは、寂しいんじゃない？」

「でも僕っ、環奈ちゃんとも離れたくない！」

　龍ちゃんが真っ直ぐに私を見て、そう言った。

　思っても見なかった言葉が飛んできて、私はあからさまに驚いた表情を浮かべてしまった。

（え、私……？　学校の、友達とかじゃなくて……？）

　近所に住んでいるかわいい龍ちゃん。小さくて、弟みたいで、なぜか懐いてくれていて……でもまさか、龍ちゃんも私のことを家族みたいに思ってくれてるなんて、思ってもみなかった。

　びっくりして言葉が出ない私に、龍ちゃんが言葉を続ける。

「僕は、僕がいない間に、環奈ちゃんが、僕以外の誰かに、こうやってアイスを買ってあげたり、仲良くなったりするの、いやだっ」

　ぎゅ、と両手でバニラアイスのカップを握りしめる龍ちゃんは、瞳に涙を浮かべながらそう言った。ほっぺたが、さっきよりも真っ赤になっている。りんごみたいだ。甘くて、丸くて。

「……や、やだなぁ、龍ちゃん」

　龍ちゃんの体から、いろんな感情が溢れ出してくるのを感じて、それに当てられて、鼻の奥がツンと痛くなった。

「りゅ、龍ちゃん、ほら、アイスが溶けちゃう」

「……うん」

　カップを握りしめていた龍ちゃんの手に触れると、カップと同じくらい冷たくなっていた。硬く握りしめて強張っている手をほぐすように、龍ちゃんの手からアイスのカップを抜き取った。カップは少しだけ変形していて、中のアイスも溶け始めている。蓋を外して、紙の袋から木のスプーンを取り出し、ゆるくなったアイスクリームをスプーンで掬った。

「はい」

「……」

「冷たくて美味しいよ」

　アイスを乗せたスプーンを、龍ちゃんの口元に運ぶ。

　龍ちゃんは少しだけ躊躇う様子を見せて、それから、木のスプーンを咥えた。俯いて、ごく、とアイスを嚥下えんげする。

「……美味しい？」

「……うん」

　こく、と頷いた龍ちゃんに、もう一度、アイスを掬って差し出した。龍ちゃんは何も言わずに、木のスプーンを咥える。突然、ポロ、と龍ちゃんの瞳から涙が溢れた。それでも、私は黙ってアイスを口に運び続けた。何か言葉を発すれば、私も泣いてしまいそうだった。龍ちゃんは、ポロポロと涙をこぼしながら、アイスを食べ続けた。ずっと真剣な顔で、ずっと、泣いていた。

　最後の一口を差し出した時、龍ちゃんは顔を上げて、真っ直ぐに私を見据えた。

「龍ちゃん、もういらない？」

「……環奈ちゃんに、あげる」

「え、でも」

「……」

　じ、っと私を見つめる龍ちゃんの瞳が、あまりにも真っ直ぐで、涙に濡れてキラキラと光っていて、すごく綺麗だった。

　ほとんど液体になっている最後の一口を、口に運ぶ。冷たくて、甘い。ラムネとは違う、喉に残る甘さだ。

　龍ちゃんが、何か言いたそうに私を見ていた。私はなんとなく、それを聞いちゃいけないような気がして、だから、先に口を開いた。空気を、あえて読まないようにした。

「帰ろう、龍ちゃん」

　言いながら立ち上がって、スカートを整えた。龍ちゃんの膝の上に乗っていたハンカチを拾い上げて、龍ちゃんの頬に流れる涙を拭う。龍ちゃんは、されるがままで、何を考えているのか、よくわからない表情を浮かべていた。

「帰ろう？」

「……」

　龍ちゃんは何も言わず、ベンチに置いた自分の荷物とラムネの瓶を拾って、立ち上がった。ハンカチを手渡すと、小さく、「ありがとう」と聞こえた気がした。

　持っていたゴミを、ゴミ箱に捨てる。自分の鞄を背負って、龍ちゃんの方を見ると、龍ちゃんは、何も言わずに私の手を握った。小さな手に、心臓まで、掴まれたような心地がした。私たちはそのまま、バス停へ向かって歩き始める。

　手が、冷たい。ぎゅ、と強く握られても、全然痛くない。小さくて柔らかい。守られる側の、子どもの手だった。でも、しっかりと握られた手を振り解こうとは思わなかった。
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「環奈ちゃん」

　私を引っ張るように歩きながら、龍ちゃんが私の名前を呼んだ。龍ちゃんの綺麗なつむじを見ながら、後に続く。

「……なに？　龍ちゃん」

「僕、すぐに大人になる。英語ペラペラで、背が高くて、かっこいい大人になる。そしたら、環奈ちゃんのことを迎えに来るから」

　龍ちゃんの言葉に、頬が赤くなったような気がした。喉の奥でバニラが甘くこびりついて、なぜだか焼けるように熱かった。

「――」










　あの時、私は一体、なんて答えたんだろう。











＊












「じゃあね、環奈。あんまり無理しないのよ」

「うん、送ってくれてありがとね、お母さん」

「はい、いってらっしゃい」

　新幹線に乗るには、家から少し離れたところにある駅に行かないといけない。そこまで歩くのは無理だし、バスもあまり通っていないから、駅の近くまでお母さんが車で送ってくれた。「お土産に」って渡された、庭で採れたトマトの入った袋を、ぎゅっと強く握りしめ、「いってきます」と返事をした。

　舗装の甘い駅までの道のりを、スーツケースをゴロゴロと転がしながら歩く。喪服や靴をつめただけだからすごく軽いはずなのに、スーツケースが道に引っ張られて煩わしい。トマトの入っているビニール袋が、カサカサと音を立てている。額に、じんわりと汗が浮かぶ。その全部を、夏の生ぬるい風が撫でた。

（暑い……）

　出がけに「とりあえずファンデーションくらいは……」と思って施した塗装が、もう、全部流れ落ちてしまっている気がした。どうか知り合いに会いませんように、なんて思いながら、下を向いて駅までの道を急いだ。

「はぁ……」

　飲み物を買おう、と思って駅の売店を覗くと、

「あっ、ラムネ」

　ペットボトルのラムネが売られていた。ボトルが、あの瓶の形を模していて、なんだか可愛らしい。昨日、お母さんと話していて思い出した、龍ちゃんとの海の思い出が蘇る。龍ちゃんも小さかったけど、私も子どもだった。自分でなんでもできると思っていたけど、本当は何もできなくて、あの日だって、私が龍ちゃんに助けられたようなものだった。

「あの、これください」

　ピ、と交通系ＩＣカードをかざし、支払いを済ませる。受け取ったラムネは氷のように冷たくて、触れた指先や手のひらが、すぐに冷たくなってしまった。冷たくなった手で、自分の首に触れる。

「気持ちい……」

　ラムネを、トマトの入ったビニール袋に入れる。潰れないように、トマトでラムネを下敷きにするように。

　駅の中は数年前、新幹線が通るときに改装され、一歩外に出ればのどかな田舎が広がっているとは思えないくらい都会的だった。通路も綺麗で、スーツケースを引く手が一気に軽くなる。

　ホームへ着き、自由席車両の乗り口へ向かった。発車時刻まであと五分。時間ギリギリに着いたからか、どの乗り口の前も、ちょっと長めの乗車列ができていた。

　もっと人がいないところはないかなぁなんて思いながら歩いているうちに、結局、一番奥の車両のところまで来てしまった。そこには、背の高い男の人が、私よりもずっと大きなスーツケースを持って、一人、並んでいた。

　男性の後ろに並び、ビニール袋の中からトマトをかき分けて、ラムネのペットボトルを袋から取り出す。ペットボトルをぎゅっと握り、キャップをひねると、

「うわぁっ」

　プシュウッと気持ちのいい音がして、蓋の隙間からラムネが溢れでた。服や靴にかからないように、素早く避ける。溢れたラムネは勢いよく地面へ落ちていった。私は濡れなかったけど、でも、地面に落ちたラムネがわずかに跳ねて、前に立っていた男性の、スラックスの裾を濡らしてしまった。

「あっ、す、すみません」

　謝っている間にも、ラムネは蓋の隙間から少しずつ漏れ出て、地面にできた甘い水たまりの上に、小さく水滴を落としている。とりあえず、ペットボトルを拭かないと――そう思ってハンカチを取り出そうとした時、

「これ、どうぞ」

　男性に、ハンカチを差し出された。

　水色のハンカチで、綺麗にアイロンがかけられていて。ハンカチの縁に、濃い青色で刺繍が施されていた。読み方のわからないブランドのロゴも刺繍されていて、ひと目で高級なのがわかる。

（いやこれ絶対一枚何千円とかするやつ……！）

　ということは、濡らしてしまったスーツも――と思ってビクビクしながら、ハンカチから、腕をたどるように視線を上げていく。男性はにっこりと微笑んでいて、後ろ姿から想像していたより、ずっと若かった。若くて、綺麗だ。一瞬、見惚れてしまって言葉がうまく出なかった。

「えっ…………あ、あの、でも」

　こんなに綺麗なハンカチを汚すなんてできないし、かと言って私のハンカチはスーツケースの外側にあるチャックを開けないと取り出せない。両手が塞がっている状態では、ちょっと取り出すのが難しい。

（……どうしよう、受け取った方がいいのかな、でも……）

　どうすればいいのか、何が正解なのかわからなくてもたついていると、目の前の男性が少し腰をかがめ、私の顔を覗き込み、

「環奈ちゃん」

　と言った。

「…………えっ？」

「相変わらず、ラムネを開けるのが下手なんだね」

「………………ええっ!?」

　茶色がかった髪の毛は、根元まで綺麗に同じ色をしていて、ふわふわと柔らかそう。瞳の色も薄くて、整った鼻筋にどこか異国の血を感じる。知ってる。私、この人――この子を、知ってる。

「…………龍ちゃん……？」

「うん、ただいま、環奈ちゃん」

　大人になった龍ちゃんは、あの日想像したよりも、ずっとずっと綺麗に笑った。

















第二話：大人になった男の子












　新幹線の車両は、思ったほど混んでいなかった。お盆でもお正月でもないただの平日は、こんなものなのかもしれない。

（……隣の席に座るの、かな）

　私としては龍ちゃんが引っ越してからどう過ごしていたのか、とか、色々知りたいことはあるけど、龍ちゃんは別に、私と話したくなんてないかもしれない。車両が混んでいれば別々に座ることになっただろうけど、生憎というか運よくというか、二人で隣り合って座れそうな席がいくつか残っていた。

「環奈ちゃん、こっち」

　通路の先を歩いていた龍ちゃんに呼ばれる。前から二番目の席が空いていたらしい。二人がけの席の、奥の席を「どうぞ」と譲ってくれた。当然一緒に座るでしょ、という感じの龍ちゃんに、ふっと笑みが溢れた。よかった、嫌がられてはいないみたい。

「荷物は？　上に載せる？」

「あ、うん」

「貸して」

　私の持っていたスーツケースを軽々と持ち上げて、荷物置きに載せてくれた。

「……ありが、とう」

　あまりにもスマートで、なんだかそわそわしてしまう。なんとなく龍ちゃんの顔を見ないようにしながら、龍ちゃんの隣をすり抜けて、窓際の席へ腰を下ろした。前の席についているテーブルを下ろして、カップホルダーにペットボトルのラムネを差し込んだ。

「いいの？　窓際」

「だって、環奈ちゃんはそっちの方が好きだよね？」

「うん。……でも、そんなこと話したっけ？」

　昔のことすぎて覚えていないけど、一緒にバスに乗った時にそんな話をしたのかもしれない、と考えていると、

「見てればわかるよ。環奈ちゃんはいつも、遠くの景色を見てた」

　龍ちゃんは軽やかにそう言って、通路側の席に座った。

「そう、だっけ」

　龍ちゃんが腰を下ろした時、ふわっと甘い香りが鼻先をくすぐった。子ども特有の甘さじゃない。なんだか、色っぽい、上手く形容できない香りだった。

「環奈ちゃんは――」

「は、はいっ！」

「……どうしたの？」

「う、ううん、なんでも！」

　龍ちゃんの甘い香りをクンクンしてました、なんて言えるわけもなく、私は大きく首を振りながら前に向き直った。変に焦ったせいで、心臓が、うるさい。

　昨日、お母さんと話していた時に思い描いていた「龍ちゃん」と、今隣に座っている「龍ちゃん」の姿が、あまりにも違いすぎる。そりゃあ、あの頃はまだ十二歳で、もう十年も経っているんだから、同じ姿のわけないんだけど。でも、なんていうか、そういうことじゃなくて。なんか、隣にいると……むずむずする。

（……龍ちゃんの大人になった姿なんて想像したこともなかったし、なんかすっごいイケメンになってるし……）

　相手はあの、龍ちゃんなのに。あの頃の龍ちゃんと、なんだかうまく結びつかない。だからかな、なんかちょっと、緊張してしまう。

「そ、そういえば、昨日ちょうどお母さんと、龍ちゃんの話をしててさ」

　緊張をほぐしたくて、私は自分から龍ちゃんに話を振った。

「悪い話？」

「あははっ、違うよー。望月さんち帰ってきたんですってー、って」

「ああ、なるほど」

「龍ちゃんも実家に帰ってきたの？」

「ううん、僕は東京に。環奈ちゃんは？」

「私も東京だよ。こっちには法事で帰ってきてたんだ」

「法事……」

「おじさんのね。子供の頃よく面倒見てもらってたから」

「そっか……それは、ゴシュウショウサマデス」

　龍ちゃんは、ぺこ、と頭を下げながらカタコトっぽくそう言った。

「ふっ、ふふ、龍ちゃんそれ、初めて言ったでしょう」

「うん、だって日本にいなかったから。合ってる？」

「うん、合ってる」

　龍ちゃんの可愛らしい一面に、昔もこういうやりとりがあったなぁ、なんて思い出して笑みが溢れた。

「お母さんは元気？」

　と、龍ちゃんが聞く。その質問に、ああ、うちにお父さんがいないって覚えてたんだなぁ、なんて思いながら、「うん、もうすっごい元気」と返した。

「お母さんだけじゃなくてあの世代のおばさんたちは、みーんな、昔よりパワフルになってたわよ……」

　私がゲンナリした表情を浮かべると、龍ちゃんがそれを見て、ふっと笑った。

「おばちゃんパワーに気圧される環奈ちゃん、すごく簡単に想像つくね」

「ちょっと！　他人事だと思って！　龍ちゃんだってあの中に入ったら絶っ対、大変なんだから。そんなかっこよくなっちゃって、絶対おばさまたちが放っておかないよ」

「えっ」

「えっ？」

　私の言葉に驚いた様子の龍ちゃんが、私のことを見下ろしている。ああ、そうか、この目線の位置にも違和感がある。だって私、龍ちゃんのことを見上げたことなんてなかったのに。だから、落ち着かないのかもしれない。

　そんなことを思いながら龍ちゃんの顔を見ていると、その表情がふっと真剣なものに変わった。それから、

「……僕、かっこよくなったかな？」と、真っ直ぐに聞かれる。声が、しっとりと低くて、耳に心地いい。色素の薄い瞳に、吸い込まれそうな感覚。心臓が、早鐘を打っている。相手は、龍ちゃんなのに。六歳年下の、かわいい龍ちゃん。なのに。

「あ、えっと」

　全然、知らない人みたいだ。

「……環奈ちゃん、僕」

　ずい、とこちらに顔を近づけて、龍ちゃんが何か言いかけたそのとき、

「ご乗車ありがとうございます。温かいコーヒーはいかがでしょうか――」

　真っ赤なリップを塗った唇で、綺麗な弧を描いたパーサーのお姉さんが、車両の扉を開いてそう言った。見るからに重そうなワゴンを押しているのに、その笑顔には曇りひとつない。

　龍ちゃんは、気まずそうに「んんっ」と小さく咳払いをして、私の方へ寄せていた身体を、座席の背もたれに預けた。また、ふわりと甘い香りが鼻先をくすぐる。……なんの、匂いなんだろう。

「すみません」

「はいっ、なんでしょうか」

　龍ちゃんが片手をあげて、パーサーのお姉さんに声をかけた。お姉さんは、龍ちゃんの顔を視界に捉えると、わかりやすく瞳を輝かせた。

「ホットコーヒーをお願いします」

「はいっ」

「あ、あと――」

　龍ちゃんが、ちら、と私の方を一瞥してから、

「彼女に、バニラアイスをひとつ」と言った。

「えっ」

　私が驚いている間に、龍ちゃんはバニラアイスとホットコーヒーを受け取っていた。せめて代金を支払おうとしたけど、鞄からもたもたと財布を取り出しているうちに、龍ちゃんが支払いを済ませてしまった。

「龍ちゃん、アイス代いくらだった？」

「いいよ、自分のを買うついでだったから」

「でも」

「ねえ環奈ちゃん、覚えてる？」

「えっ？」

　龍ちゃんは、ひんやりと冷たいアイスのカップを私の手のひらに乗せて、にっこりと笑った。

「あの日も、ラムネとバニラアイスだったよね」

「……覚えてたの？」

　あの日の、あの夏の日のこと、そんなにちゃんと覚えてるなんて思わなかった。だってあのとき、龍ちゃんはまだ十二歳で、それからアメリカで生活して、いろんな新しい刺激的なことに出会ったはずで、それなのに、あの日のことを、こんなにちゃんと覚えているなんて、思わなかった。私だって、細部まで覚えているわけじゃないのに。すごく、嬉しい。

「僕にもいいかっこさせてよ、ね？」

　そう言って悪戯っぽく笑う龍ちゃんの顔が、突然、あの頃の龍ちゃんと繋がった。

（……かわいい）

　そうだ、こうやって笑う子だった。ふわって、綿菓子が口の中で溶けるときみたいに、じんわりと甘い笑顔。さっきまでちょっと緊張していたのに、なんだかちょっと、胸の奥があったかくなって、安心する。

「……ありがとう、龍ちゃん」

「どういたしまして」

　龍ちゃんがテーブルを出してカップホルダーにホットコーヒーを置くのを見ながら、キンキンに冷えたアイスを掌で包んで、少しだけ温める。

「龍ちゃんはいらないの？　アイス」

「うん、僕はこれだけで」

「……そっか」

　私はいまだに、あの日と同じラムネとバニラアイスなのに、龍ちゃんはブラックコーヒーを飲むようになったのか、と思うと、なんだか少し恥ずかしい気がした。

（私だけ何も……変わってない）

　食べ物の好みだけじゃない。私は、結局あの頃から何も変わっていない。

　あの日、龍ちゃんに会えたおかげでなんとか気を取り直して高校へ通うことができたけど、結局、その後も人間関係が新しくなるたびに苦労してる。大学も、仕事も。中学を卒業してからは、親友と呼べるような親しい友達ができたこともないし、恋人だって、なんとなくいい感じになることはあっても、誰かとちゃんとお付き合いをしたことはない。

　空気を読むのが苦手だってわかっているから、空気を壊さないように壊さないように、神経をすり減らしてる。開き直って一匹狼を気取ることができれば楽なんだろうけど、残念ながら、そこまで潔く生きられるほど強くはない。

「……はぁ」

　明日からまた会社か、と思ったら、ため息が漏れた。

「環奈ちゃん？」

「え？　な、何？」

「……どうかした？」

　龍ちゃんの綺麗な顔が、心配そうに歪んでいた。

「ううん、なんでもないよ。あ、そろそろアイス食べ頃かも」

　できるだけわざとらしくないようにそう言って、手のひらで温めたアイスクリームをテーブルの上に置いた。手がひんやりと冷えて動かしにくい。アイスクリームの蓋を外すと、紙製の袋から木のスプーンを取り出して、コツコツ、とアイスを叩いた。スプーンの先が、少しだけアイスに刺さる。

「新幹線のアイスって、なぜかすっごく硬いよね」

「そうなの？」

「あ……そっか、新幹線もあんまり乗ったことないのか」

「うん」

　頷いた龍ちゃんは、さっきまでアイスなんてもう興味ないって顔をしていたのに、私の持っているなんの変哲もないカップのバニラアイスを見て瞳を輝かせている。

「ふふ、龍ちゃん、ほんとはアイス食べたいんじゃないの？」

「うん、実物を見ちゃったからね。ちょっと美味しそうだなって思ってる」

　子どもみたいなことを言う龍ちゃんに、私はつい、昔の感覚に戻って、

「一口食べる？」

　木のスプーンでバニラアイスを掬い上げて、龍ちゃんに差し出した。そして、差し出された龍ちゃんの驚く顔を見て、「しまった」と思った。また、子ども扱いしてしまった。

「えっと、あ、はは、やっぱりいらないよねぇ……」

　苦笑いで誤魔化しながらスプーンを握った手を引っ込めようとする。

「待って」

　龍ちゃんが私の手を掴んで、木のスプーンを口で咥えた。すぐに、唇からするりと木のスプーンが抜け落ちていく。唇に薄くついたバニラアイスを、舌先で綺麗に拭い取った龍ちゃんが、私の顔を真っ直ぐに見据えた。

「……お、美味しい？」

　龍ちゃんは何も言わずにゆっくり微笑んで、私の手を強く握った。

「龍ちゃん……？」

「手、冷たいね」

　言いながら、龍ちゃんの両手が私の手を包むように握りしめる。温かくて、柔らかい。そっと手を離されると、そこにあった温かさを失ったせいで、なんだかすごく寒くなったような気がした。

「美味しいよ」

「えっ？」

「アイス」

「あ、う、うん」

　一瞬、何のことだかわからなかった。

　木のスプーンをカップに戻して、アイスを掬い上げる。それを口に運ぼうとして、気がついた。

（これって、間接キス、なんじゃ……）

　いや、二十八にもなって間接キスでドギマギしてるなんておかしな話なんだけど、これまでだって飲み会の席とかで回し飲みとかそういうことは、なかったわけじゃないし、龍ちゃんとは前にもこうやって、ひとつのアイスを分け合ったし。それと同じだって頭ではわかってるんだけど。でも、なんか――そう思いながら龍ちゃんを見たけど、龍ちゃんはなんでもなさそうな顔をしていて、コーヒーのカップに手を伸ばした。

（あ、そっか、ホットコーヒーを持っていたから手のひらが温かかったんだ……）

　私の冷たくなった手を包み込む、龍ちゃんの手のひらの感触が蘇る。これ以上考えたら、アイスを口に運べなくなってしまう気がして、私は無心でアイスクリームを口に運んだ。

「そんなに一生懸命食べなくても、もうとったりしないよ」

　なんて龍ちゃんに笑われながら。






「今日も、新幹線をご利用くださいまして――」

　新横浜を過ぎてからはあっという間だった。品川駅で降りるために荷物を片付ける。

「龍ちゃんはどこで降りるの？　東京？」

「僕も品川だよ」

　私と違って軽装で、なんの荷物も広げていない龍ちゃんは、降りる準備も簡単なようだった。

「どの辺に住んでるの？　あ、ありがとう」

　席を立ちながら龍ちゃんに尋ねる。龍ちゃんは当たり前のように私のスーツケースを上の荷物置きから下ろしてくれた。

「××区だよ、どういたしまして」

「えっ」

　スーツケースを受け取る手が、止まった。住んでる区が、同じだったから。

「どうしたの？」

「私も、××区に住んでるの」

「そうなんだ、偶然だね」

「ね。最寄駅は？」

「△△駅」

「えっ」

　まさか最寄り駅まで同じだと思わなくて、私は新幹線の中だってことも忘れて大きな声を出してしまった。

「ご、ごめん大きい声出しちゃって。あの、私もそこに住んでるんだよ」

「えっ」

　今度は龍ちゃんが驚く番だった。さっきの私ほどじゃないけど、龍ちゃんも目を丸くして声を上げた。でも、すぐに平静を取り戻して、

「職場が近いの？」と聞いた。

「ううん。そうじゃないんだけど……」

　言いながら、新幹線の通路を進んだ。品川駅に停車するのは一瞬だから、停車する前に、扉の近くに移動する。扉の近くには、もうすでに人が何人か立っていた。

「龍ちゃんって今は」

「今？　無職だよ」

　いたずらっぽくそう言って、それから、「アメリカの大学に行ったからね、卒業は六月で、こっちで見つけた仕事は九月からっていう契約だから」と付け足した。

「じゃあ、夏休みだ」

「そうだね。そっちの方が聞こえもいいし、次からはそう答えるよ」

　そんな話をしていると、品川駅に到着したようで、新幹線の扉が開いた。人の波の流れに乗って、私たちも外に出た。

　改札を出て、在来線の方へ向かう。途中、スーツケースを引きにくいところがあってもたついていると、「持つよ」と言って龍ちゃんがスーツケースを持ってくれた。

「え、でも」

「どうせ帰る駅は一緒なんだから」

「あ、ありがとう」

　そう言うと、日本に帰ってきて間もないはずなのに、龍ちゃんは迷うことなく京浜東北線のホームへ向かって歩いていく。私なんてもう十年近くも東京に住んでいるのに、品川駅みたいに大きな駅は、まだ慣れない。人が多くて、流れが早くて、どう歩けばいいのかわからなくなってしまう。

（……すごいなぁ、龍ちゃん）

　龍ちゃんの背中を見ながら、いろんなことがあったんだろうなぁ、って思う。あの日は、つむじを見下ろせるくらいのサイズだったのに。

　ホームに着くと、ちょうどいいタイミングで電車が入ってきた。電車に乗り込むと、仕事帰りの人たちで車内は結構混雑していた。スーツケースが邪魔にならないよう、龍ちゃんと、車両の隅に立つ。こんなに人が乗っているのに、喋っている人はいない。私もなんだか喋っちゃいけないような気がして、ただ黙って窓の外の景色を眺めた。

　電車で移動している間に、ぼんやりと空が暗くなってきた。最寄駅に到着してホームに立った時には、完全に太陽は沈んでいた。空を見上げても、星は見えない。

「……ふぅ」

「お疲れ様、環奈ちゃん」

「……疲れたのが顔に出ちゃってた？」

「うん、あとため息も出てた」

「あはは、ごめん……」

　流石に、長旅だったのでだいぶ疲れてしまった。向こうにいる間も全然ゆっくりできなかったし。体は正直だ。東京に慣れたつもりなんてなかったのに、最寄駅についてほっとしている自分がいた。

「ここの駅の名前、私たちが住んでた町と同じ名前じゃない？」

「うん」

「だからかな、なんかちょっと、ほっとするんだよね」

「わかる。実は僕、それでここに住むことにしたんだ」

「えっ、そうなの!?」

「うん」

　スーツケースをごろごろと引きながらホームを歩く龍ちゃんが、当然と言うように頷いた。

（そんな変な理由で住むところを決める人なんていない、って散々言われたのに、まさか龍ちゃんも同じ理由だったなんて……）

　私はなんだか嬉しくて、それだけで、この場所をもっと好きになれそうな気がした。

「龍ちゃんち、どっち？　北口側？　南口側？」

「僕は南だけど……環奈ちゃんは？」

「私は北なの。じゃあここで――」

　改札を出たところで龍ちゃんの手からスーツケースを受け取ろうとしたけど、するりとかわされてしまう。

「もう暗いから、家まで送るよ」

「え、でも」

「行こう？」

　有無を言わさぬ口調でそう言って、龍ちゃんは北口側に向かって歩き出した。

「東京って本当に星、見えないね」

「うん。龍ちゃんが住んでたところは？」

「え？」

「アメリカの」

「ああ。僕は田舎の方に住んでたから、星はすごく綺麗な場所だったよ。眩しいくらい」

「そっかぁ、いいなぁ」

　日本で見る星と、アメリカで見る星って違うのかなぁ、違うんだろうなぁ、なんて思いながら、帰路に着いた。

「ありがとう、龍ちゃん」

「ううん、どういたしまして」

　にっこり優しく微笑む龍ちゃんからスーツケースを受け取って、

「じゃあ」と背を向けた。そのままマンションへ入ろうとしたのに、

「待って」と引き止められる。

「うん？」

　振り向くと、龍ちゃんが真剣な表情で、私のことをまっすぐに見据えていた。






『僕っ、環奈ちゃんとも離れたくない！』






　あの日の龍ちゃんの表情と、目の前にいる龍ちゃんの表情が、なぜか重なって見えた。あの頃とは、もう、何もかも違うのに。

「……龍ちゃん？　どうしたの？」

　何も言わない龍ちゃんに声をかける。龍ちゃんは何か決意したように息を呑んで、それから、

「環奈ちゃん」と、私の名前を呼んだ。

　あの頃の龍ちゃんとは違う、柔らかな大人の声で。

「僕、……大人になったよ」

　龍ちゃんの言葉の意味することがわからなくて、もしかして、と思わなくもなかったけど、そんなわけない、って瞬時に心の中で否定しちゃって、でもそうしたら、私は何を言えばいいのかわからなくなって、ただじっと、龍ちゃんのことを見ていた。

　何も言わない私に、龍ちゃんは、「おやすみ」と言いながら私の頭をひと撫でした。あったかい手が、髪の毛をすり抜けて、耳を掠る。手が動くたびに、あの、不思議な甘い匂いがした。
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「っ、あの、龍ちゃ――」

「またね」

　そう言って、龍ちゃんは駅の方へ、うちとは反対方向にある自宅の方へ向かって、歩いていった。

（な、え、何、今の……!?）

　夜でよかった。

　星で眩しいアメリカの空の下じゃなくてよかった。

　見なくてもわかるくらい真っ赤になった頬を夜空に隠しながら、私は自分の部屋へ帰った。

















第三話：デートに誘う男の子












　昨日までの数日間が、どこか遠い日のことにように思える。

　叔父の葬儀に参列して慌ただしい二日間が過ぎ、帰りの新幹線で龍ちゃんに再会して、龍ちゃんが大人になっていて、近くに住んでいて……。

　なんというか、私にとって、非日常だった。だけど、会社に行けばそれだけで、一気に日常が押し寄せてくる。

「狭山さん、こっちの精算終わってる？」

「あ、いや、まだです」

「こっち先にやって」

「いやでも、今やってるこれも今日中で……」

「いいから！」

　先輩はそう言って無理矢理書類を押し付けてきた。そもそも私が今やってる仕事だって、元は先輩の仕事だったような気がするけど、急遽休みを取ってしまったから、その間の私の仕事は先輩にまわっていたんだろう。と、思って私は言葉を飲み込んだ。

　私に書類を押し付けた先輩の方を見ると、眉間に深く皺が刻まれていて、周りの後輩は、誰も声をかけたくないって感じだった。

「……ふぅ」

　こうなったときの先輩は、本当に聞く耳を持たない人だ。別に、そうじゃなくても何か言い返すつもりはないけど。私は、先輩に気がつかれないようこっそりと息を吐いて、仕事を進めた。






『お疲れ様、環奈ちゃん』






　小さく吐いたため息を聞き逃さず、私を労ってくれた龍ちゃんの声を思い出す。柔らかで、優しい声。暖かくて、大きな手。髪を撫でると、甘い香りが漂う。

（……っ、だめだ、集中しないと！）

　昨日の龍ちゃんを思い出す度、手が止まってしまう。私はなんとか頭の中から龍ちゃんを押しやって、定時までには到底終えられそうにない量の仕事に取り掛かった。






　仕事が終わったのは、定時を三時間ほど過ぎた頃だった。もうオフィスには誰もいない。けど、思っていたよりは早く片付いた。……仕方ない。どんな事情であれ、仕事を急に休めば皺寄せがくる。社会人なんだから。

「はぁ……」

　会社を出て、帰路に着く。何も考えていなくても、家へ向かう電車に乗れる。間違わずに乗り換えができる。体に染み付いた日常の行動だ。満員の電車に揺られることは正直未だに慣れないけど、というか慣れる日なんて来ないと思うけど、それでも日々、なんとかなっている。

「……はぁ」

　最寄駅に着くと、安堵の息が漏れた。あとはもう歩いて帰るだけ。もう何もする気力がないから、家にあるカップ麺か何かを食べよう。パスタソースもあった気がするけど、乾麺を茹でる気にもなれない。カップ麺のお湯を沸かすことすら、本当はもうやりたくないけど……。

　そんなことを思いながら駅の改札を抜け、北口の方へ進んだ。

「……えっ？」

　北口を抜けたところに、龍ちゃんが立っていた。

　昨日もフォーマルながらかなり軽装だったけど、今日は服装がラフだから、余計身軽な感じがした。どんなにラフな格好でも、高身長で顔の整った龍ちゃんは目立っていて、通り過ぎる人たちがチラチラと龍ちゃんを盗み見ているのがわかった。

「龍ちゃん!?」

「迎えにきたよ、環奈ちゃん」

　近寄ると、龍ちゃんが真剣な顔でそう言った。心臓を掴まれたみたいに、ドクっと体が跳ねた。耳がカァッと熱くなる。赤くなったかもしれない耳を隠すように、耳元の髪を整えた。

「――ていうのは半分冗談で」

　私が困っているのを察してか、龍ちゃんが明るい声色でそう言った。

「ちょっとコンビニに出たんだけど、ここにいたら環奈ちゃんに会えるかなぁと思って」

「で、でももう十時半になるよ？　いつからいたの？」

　私の質問には答えず、龍ちゃんは、

「連絡先、知らなかったから」と困ったように笑った。

「あ、そういえば……」

「昨日で最後になっちゃうの、嫌だなぁと思って。でも、急に家へ押しかけるのも失礼だろうから……」

　だから、ここでずっと、私の帰りを待っていた。

（こんな暑い中……）

　暑くても寒くても、どっちでもなかったとしても、外で何時間も待つなんて、私にはできない。

　龍ちゃんの、色素の薄い髪の毛が、キラキラと輝いている。バスの灯りに、頼りない街灯に、照らされているだけなのに。

「ありがとう、龍ちゃん」

「……環奈ちゃん、僕が言うのもなんだけど、男にこんなことされたらストーカーだ、って訴えてもおかしくないんだよ」

　心配そうに眉根を寄せた龍ちゃんが、私を見下ろしながらそんなことを言った。

「え、でも、龍ちゃんだし……」

　龍ちゃんとストーカーって言葉が全然結び付かなくて、不思議な気持ちになった。私の言葉を聞いた龍ちゃんは、ちょっとだけ複雑そうな顔をして、それから、

「連絡先、交換しない？」と言ってスマホを取り出した。

「あ、うん」

　ポケットからスマホを取り出して、連絡先を交換する。

「家まで送らせてね」

「……ありがとう」

　なんか、龍ちゃんが、大人の男の人みたいで。私のこと、ちゃんと女の子として扱ってくれている感じがして。

（変な、感じ……というか、落ち着かない、というか）

　さっきまで心が疲れて死にそうになっていたのに、今はなんだか、心がそわそわして落ち着かない。

　昨日と同じ道を並んで歩きながら、でも昨日ほど会話は弾まなかった。何か話そうにも何も思い浮かばなくて、ただ黙って家までの道を急いだ。

「……」

「……」

　龍ちゃんの横顔を盗み見るのも憚はばかられて、真っ直ぐに前を向いて歩く。十分くらいの道のりだったけど、いつもよりすごく長く感じた。さっきまでそわそわしていた気持ちも、だんだんと落ちついていく。

「……あのさ、環奈ちゃん」

　もう、角を曲がったらマンションが見えるというところで、龍ちゃんが口を開いた。見上げた龍ちゃんの横顔は、朧げな街灯に照らされていて、逆光で表情があまりよく見えなかった。

「……」

「……龍ちゃん？」

　龍ちゃんは何か言いたそうで、だけど何かに遠慮しているように口をつぐんでいた。そうこうしているうちに、マンションの前に到着してしまう。

「……龍ちゃん？　あの、うち、着いたから」

「うん、そうだね」

「えっと、さっき何か――」

　言いかけなかった？　と聞こうとしたところで、龍ちゃんが私に一歩近づいた。

「環奈ちゃん、お仕事お疲れ様」

「う、うん」

　昨日と同じように、龍ちゃんから甘い匂いがする。香りだけじゃなくて、体温まで伝わってきそうな距離で、龍ちゃんが真っ直ぐに私を見下ろしている。心臓が、また、どくどくと跳ね始めた。そんなわけないのに、私の心臓の音が龍ちゃんに聞こえてしまいそうで。恥ずかしくて、後退りしそうになる。

　龍ちゃんの手が、すっと私の肩に伸びた。肩が、触れられたところから、じんわりとあったかくなっていく。

「……」

「……」

　喉の奥がぎゅっと詰まったような感じがして、何も言えなくなってしまった。龍ちゃんの顔が近づいてくるのが、スローモーションみたいにくっきりと視界に映った。

　龍ちゃんの唇が、ちゅ、と音を立てながら、私のおでこに落ちた。

「えっ……」

　離れていく龍ちゃんの顔を見上げたけど、影になっていて、やっぱり表情を読み取ることはできなかった。

「……帰ったら、連絡するね」

「……うん」

「おやすみ」

　柔らかくて優しい声だった。声を聞くだけで落ち着けるような。でも、私の心臓には、今は逆効果だ。

「お、おやすみ」

　声が掠れてしまったけど、龍ちゃんはそれを聞いて小さく頷き、私に背を向けた。今来た道を、戻っていく。龍ちゃんの背中が角を曲がって見えなくなったところで、私は自分の部屋へと駆け上がった。絶対に顔が赤い。心臓がうるさい。耳のすぐ近くに心臓があるみたいだ。

　相手は、龍ちゃんなのに。

　六歳も年下の、近所に住んでた小学生の、龍ちゃんなのに。

　こんなにドキドキしているなんて、絶対に知られちゃいけないって思った。だってこんなの、ずっとアメリカで育った龍ちゃんにとっては挨拶みたいなもので、特別な意味なんてあるわけがないのに。

　もしこれで、私が何か勘違いしちゃって、もしかして龍ちゃんは私のことが好きなのかもなんて思っちゃって、そういう態度をとっちゃったら、絶対に、今の関係が壊れる。

　エレベーターを待つのがもどかしくて、今まで一度も使ったことがない階段で、二階まで上がる。何かに急かされるように解錠して、部屋に入った。バタン、と音を立てながら扉が閉まる。

「っはぁ……」

　階段を駆け上がったせいで、息が上がってる。……階段を駆け上がったせい。それだけ。それ以外の理由はない。こんなの、なんでもない。龍ちゃんにとっても、私にとっても。

　頭の中で何度もそう繰り返しながら、扉の鍵をかけて、いつものように洗面台で手を洗った。冷たい水に触れていると、段々と心臓の鼓動が落ち着いてくる気がした。

「……ふぅ」

　新しいタオルを取り出して濡れた手を拭い、服を着替える。ジャケットのポケットに入れていたスマホを取り出すと、ブブッとスマホが振動した。メールを受信した、という通知が目に入って、「もしかして」と思いながらメールを開くが、以前、洋服を購入した通販サイトからのメルマガだった。

「……なんだ」

　がっかりして、それから、がっかりしてしまったことをすぐに自分で自覚した。

（私、今、何を期待して……！）

　本当は、何を、なんて分かりきっていた。分かりきっていたけど、ただ、認めたくなかった。スマホを持っているとまた期待してしまいそうな気がして、部屋にある充電器にさして、私はキッチンへ向かった。もうカップ麺でいいやと思っていたけど、パスタくらいなら作れる気がした。

　大きめの鍋に水を溜めながら、私は思い切り息を吐いた。











＊












　朝起きると、龍ちゃんからメールが入っていた。

　けど、ちょっと寝坊してしまったせいですぐに読むことができなくて、そのままにして会社へ行く支度を始めた。

　昨日ゆっくり歩いた道のりを、ダッシュで駆け抜ける。満員の電車に飛び乗って、それなりに混んでいる車両の角に、体を預けるようにして立つ。荒くなった息を周りの人に悟られないように、ゆっくりと息を吸って、吐いた。

　しばらくそうしていると、息が落ち着いていく。なのに、早鐘を打つ心臓は、一向におさまらない。

「……ふぅ」

　胸のあたりで、スマホをぎゅっと握る。それから、メールを開いた。

　もしかしたら、昨日のアレのことが書いてあるかもしれないって思いながら。早まる心臓を押さえながら。だけど、龍ちゃんからのメールには、昨日のことなんて何も書かれていなくて、ただ一言、

「水族館、行きたいな」と書かれていた。






「……どうしたの狭山さん」

「あっ、い、いえ、あの……大丈夫です」

　お昼休憩に入ろうとしていた先輩から、心配そうに声をかけられた。大丈夫です、と答えると先輩は興味を失った感じで「そう」と言ってオフィスを出ていった。普段厳しい先輩にそんなことを言われるなんて、私はどれだけひどい顔をしていたんだろう。

　ふぅ、と息を吐いて時計を見ると、十二時を回ったところだった。私もそろそろ休憩しよう、と思いながら、タンブラーに入れてあったアイスティーを飲んだ。冷たい紅茶が喉の奥へ落ちていく感覚で、気持ちが少しすっきりする。

「……水族館」

　気を抜くと、今朝の龍ちゃんからのメールのことですぐに頭の中がいっぱいになってしまう。水族館なんて、もう何年行ってないんだろう。

　子供の頃は、地元に水族館がなくて、旅行の時に何度か行ったことがあるだけで、東京に出てきてからは、初めの頃に一、二回行っただけ。大学の時に、好きだって言ってくれた同級生と。でも、結局その人ともうまくいかなくて、付き合うには至らなかった。私はゆっくり回りたいのに、サクサク進んでいく人で、水族館を回るペースが合わないな、って思ったのを覚えている。

（……嫌なこと思い出しちゃったな）

　男の人とうまくいかなかった過去のことを思い出すと、なんとなく胃のあたりが重くなる感じがする。周りの人たちが付き合ったり、結婚したりしている中で、自分だけそういうことがうまくいかなくて、なんだか取り残されたような気持ちになるから。デートの記憶は、そういうものに直結してしまう。そういう、自分が持っていない、だけど他人が持っているもの。そういうものを、思い出してしまう。

「……え、っていうか、これって」

　これって、水族館へ一緒に行こうっていうお誘いだと思うんだけど、それって、なんていうか、二人で行くってことだと思うんだけど、もしかして――

（デートってことになるの？）

　頭の中で、龍ちゃんからのメールの言葉が、ぐるぐると回っている。

「……なんて返事すればいいんだろう」

　いいね、とか、私も行きたいな、とか、そうやってすぐに返事をしてしまえばよかったんだけど、なぜかできなかった。朝だって、なんて返そうかを迷っているうちに会社の最寄り駅に到着してしまったし、会社に着いてからは忙しくて、気づいたらお昼になっていた。

「だめだ、わかんないっ」

　私の独り言に、少し離れた席に座っている上司がこっちを見た。私が軽く会釈を送ると、上司は何も言わずにパソコンへ視線を戻した。私も、自分のスマホに視線を戻す。

「……ご飯食べてから考えよう……」

　スマホを鞄にしまって、ご飯を食べるためにオフィスを出た。






　結局、仕事が終わるまで、龍ちゃんに返事をすることはできなかったし、案の定、今日も残業になってしまった。昨日よりは早めに上がれたけど、明日が土曜だから、今日中に仕上げないといけない仕事が多かった。

「……はぁ」

　会社を出ると、無意識にため息が飛び出た。電車に乗って、鞄からスマホを取り出す。いい加減返事をしないと、と思ってメールのアプリを立ち上げた。

（水族館、楽しいよね、っと）

　一日悩んで考えた返事がこれだった。正解なのかはわからないけど、これ以上返事をしないことの方がまずいと思って、私は、えいっと送信ボタンを押した。

　ブブッ。

　すぐに、龍ちゃんから返事がきた。

「……えっ」

　そこには、

「じゃあ明日、水族館でデートしない？」

　と書かれていた。

（デート……って、デート？）

　龍ちゃんとデート。思わず、子供の頃の龍ちゃんと水族館へ行くのを想像してしまう。だって、今の龍ちゃんと私が水族館でデートっぽいことをしているところなんて、全然想像できない。

（デート……）

　その言葉を頭の中で繰り返していると、突然、昨日のことを思い出した。昨日、家まで送ってくれた龍ちゃんが、帰り際、私の額に唇を落としていったこと。柔らかい唇から、熱と、甘さが伝わってきたこと。

　外国なんて行ったことないからわからないけど、ドラマや映画なんかだと、挨拶で出会い頭とか去り際にああいう感じで頬にちゅっとキスをしているのをよく見る。十年もアメリカにいた龍ちゃんには、だから、あれはただの挨拶で、何の意味もないことだって、そう、思う、けど。

（でも……するかな、日本で。……もしかして）

　と思って、すぐに「ううん、それはない」と思い直す。

　久しぶりに日本に帰ってきて、友達もまだいなくて、夏休みで時間が余ってて、たまたま私が近くに住んでいて、それで、懐かしがっているだけで、別に、龍ちゃんには他意なんてなくて、それなのに、私が不自然なくらいドキドキしちゃってて、でもそれも、相手が龍ちゃんだからじゃなくて、私がそういうことに免疫がないからで――頭の中で、一気にそこまで考えたところで、電車が最寄り駅に到着した。

　そうだ、龍ちゃんにきっと他意はない。幼馴染のお姉ちゃんと、一緒に東京の水族館に行ってみたいだけだ。だから、うん、デートなんかじゃない。

　家までの道のりを一人で歩く。たった二回、龍ちゃんと一緒に歩いただけなのに、なんだか、一人で歩くのが寂しいような気がした。

　部屋に着いて、玄関で、靴も脱がないまま、「いいよ」と龍ちゃんに返事を送った。すぐに、「じゃあ、十時に迎えに行くね」と返事がきた。

　スマホを置いて、洗面所へ向かう。手を洗って部屋着に着替え、スマホを持ってリビングへ向かった。

（龍ちゃんと、水族館……）

　想像できないなりに想像しようとして、私は「あっ」と声をあげてソファから飛び降りた。

「な、何を着ていけばいいの!?」

　デートなんてずっとしていないから、いや明日の水族館は別にほんとのデートってことじゃないんだけど、でもまあ異性と出かけるなんてこともなかったから、いや異性って言っても龍ちゃんなんだけど、けど、とにかく、あんなオシャレな人の隣に、私は何を着て並べばいいんだろう。

「やばい、全部ダサい気がする……」

　クローゼットを開けて、自分のワードローブを眺める。最近はデート用に服を買うなんてこともなかったから、会社に行くための服や、快適な部屋着くらいしか新しい服がなかった。

　デスクの上にあるノートパソコンを開いて、インターネットで「水族館　デート　洋服」と検索した。上位にヒットした記事をいくつか開いて見てみる。スニーカーでもいいし、履きなれたものならヒールでもいいとか、寒いかもしれないから上着があった方がいいとか、イルカショーで濡れるかもしれないから濡れてもいい服装がいいとか、色々書いてあったけど、

「いやでも、そもそも可愛い服を持っていないと無理だし、明日十時に迎えに来るってことは明日買いに行くこともできないし……」

　せっかく検索した記事のアドバイスも、あまり役に立ちそうになかった。

　壁にかかっている時計を見ると、もう、十時になろうとしている。今から買いに行くことも、通販で頼むことも、できない。手持ちの服でどうにかしないと、と思って、もう一度クローゼットの前に立った。

「どうしよう、午後からにしてもらって午前中のうちに服を買いに行くとか……そもそも水族館ってどこの水族館に行くんだろう？　都内の水族館ってイルカショーで濡れるようなところあるのかな……」

　龍ちゃんに聞けば教えてくれるんだろうけど、聞いてしまって、もし、こんなにソワソワしちゃってるのがバレてしまったらって思うと、なんとなく恥ずかしい気がした。

「……どうしよう」

　友達や同僚の結婚式で着た綺麗なドレスは数着あるけど、まさかこれで行くわけにもいかないし、会社に行くような服装もちょっと合わない気がする。水族館にも合わないし、大学を卒業したばかりの龍ちゃんの隣に立つのも、なんか、合わない。

「ああもうっ」

　クローゼットから洋服を引っ張り出して、部屋が洋服だらけになってしまった。ベッドの上もほとんど洋服に占拠されている。洋服を少しだけ避けて、ベッドの端に横になった。

「…………もう、いいや、普段の格好で……」

　のそのそと起き上がって、散らかした洋服を片付ける。それから、数年前に買ったお気に入りのワンピースをクローゼットから取り出した。

（スニーカーでも合うし、着ていて楽だし、……お高いレストランとかには着ていけないけど、水族館なら大丈夫そう。ちょっと、子どもっぽいかもだけど……）

　壁にワンピースを吊るして、鞄や靴下も用意する。それから、簡単に食事を済ませて、寝る支度をしてベッドに入った。けど、そこからなかなか寝付けなかった。

（……遠足前の子どもみたい）

　翌日の予定が楽しみで寝付けないなんて久しぶりで、なんだか変な気分だった。

















第四話：水族館と男の子












「可愛いね、ワンピース」

　迎えに来てくれた龍ちゃんの第一声はそれだった。突然すぎたし、予想外すぎて、私は「うあ、あ、ありが、とう」と、わかりやすく動揺して、どもってしまった。やっぱりちゃんと新しい服を買いに行きたかったな、なんて思いながら、ちょっとだけ安心する。

　龍ちゃんは、この間、新幹線で出会った時よりもカジュアルな感じで、でも、ちょっとそこまでっていう服装よりはよそいきの格好をしていた。

　龍ちゃんは、車を借りてきてくれていて、車で誰かと出かけたことがなかった私は、助手席に座るべきなのか、後部座席に座るべきなのか、わからないまま車に近寄る。すると、龍ちゃんは当然のように助席の扉を開いて、「どうぞ」と、新幹線で席を譲ってくれた時みたいに、スムーズにエスコートしてくれた。

「ありがとう」

「どういたしまして。閉めるから気をつけて」

「うん」

　助手席に座って、スカートの裾が外に出ていないことを確認してから、龍ちゃんが扉を閉めてくれた。

　どこに座ればいいかわからなかったから、エスコートしてもらえて助かった、って気持ちと、車でデートし慣れているんだろうなぁっていう、自分より年下の龍ちゃんの方が、恋愛経験値が高そうだなっていう複雑な気持ちで、なんとも言えない気分になった。

　助手席に座って、シートベルトをつけていると、運転席側から龍ちゃんが乗り込んでくる。

「お待たせ」

「う、うん」

　助手席と運転席って、思ったより距離が近い……ってことに気がついた途端、いろんな気持ちが吹き飛んで、心臓が早鐘を打ち始めた。扉を閉めると、龍ちゃんの甘い香りが、車中に広がっていく気がした。

（やばい、なんか、思っていた以上にデートっぽくて、緊張する……）

　龍ちゃんにそんなつもりはないんだろうなって思うのに、意識してしまって龍ちゃんの方をあんまり見れなくて。窓の外を眺めながら、龍ちゃんに話しかける。

「龍ちゃん、免許持ってるんだね」

「うん、アメリカでは十六歳くらいから免許を取れる州が多くて。僕も高校生の時に」

「へぇ……じゃあもう免許取ってから長いんだ」

　私は免許を持ってないから、ちょっとだけ気後れしてしまった。地元に残る子達は、進学先や就職先が決まると、高校生のうちに運転免許を取る子が多いけど、私は取りにいかなかった。地元の高校生が集まる教習所に通うのも嫌だったし、どうせ免許を取っても東京じゃ使わないだろうなって思って。でも。

「……私も取っておけばよかったなぁ」

「今から取ればいんじゃない？」

「えっ」

「今からでも全然遅くないと思うよ」

　龍ちゃんの方を見ると、龍ちゃんは真っ直ぐに前を向いていた。

（……そっか、別に今からでも取れるのか）

　長期休みが取れないから、とか、どうせ今取ってもすぐには車に乗らないし、とか、免許を取りに行けない理由ばっかり無意識に挙げてしまっていたけど、確かに、今からだって取ろうと思えば取れるのかもしれない。

「……うん、そうだね。帰ったら、ちょっと調べてみようかな」

　そう言って龍ちゃんの方を見ると、横顔が柔らかく微笑んだように見えた。

「あ、もう着くよ」

　龍ちゃんの視線の先を見ると、世界一高いらしい電波塔が視界に飛び込んできた。

「ここに水族館があるの？」

「あるらしいよ」

　駐車場に車を停めて、水族館へ向かう。車に乗った時より日が高くなってきて、真っ白なタイルへ照りつける光に目を細めた。

　水族館に併設された建物は、いろんなお店が入った商業施設で、まだ午前中なのに結構な人で賑わっていた。龍ちゃんは、来たことがあるみたいに迷いなく進んでいく。私はただ、それについていくだけ。

「……道、知ってるの？」

「ううん、でも、天井に看板が出てるから」

「あ、ほんとだ」

　背の高い龍ちゃんには、私が見ているよりずっと先の看板まで見えているのかもしれない。

（……これだけ身長が違ったら見えてる世界ってだいぶ違うんだろうなぁ）

　ヒールを履いただけでも視界って結構変わるもんなぁ、なんて思っていると、龍ちゃんが私を見下ろして、ふっと笑みを浮かべた。

「環奈ちゃん、人の波に流されていっちゃいそう」

「笑い事じゃないわよ、そうならないようにこっちは必死なんだから」

「ふっ」

「また笑う」

「ごめん、つい。……可愛くて」

「かっ……また、そんなこと、言って」

　龍ちゃんがあまりにも慣れた感じで褒めてくれるから、私は、動揺しているのを悟られたくなくて、そんなことを言ってしまう。ふい、と顔を背ける。恥ずかしくて、しばらく龍ちゃんの顔は見られそうにない。

「あ、ここを出たら水族館の入り口に着くみたい」

　龍ちゃんは、やっぱりなんでもないような感じでそう言って、出口を指さした。そこを出て左折すると、水族館へと続く、上りエスカレーターがある。

「どうぞ」

　そう言って、龍ちゃんは私を先にエスカレーターに乗せてくれた。

「あ、ありがとう」

　振り向きながらお礼を言うと、私の顔の目の前に、龍ちゃんの顔があった。

「やっと同じ視線になったね」

「……なんか、これはこれで変な感じ」

「これはこれで、ってことは、普段の目線の高さを、変な感じって思ってるの？」

「だって」

　だって、十年前と違いすぎるから……。

　そう言おうとしたところで、エスカレーターから降りるタイミングが来て、私は前に向き直った。

「わぁ、ほんとに水族館だ」

「疑ってたの？」

「んー、ちょっとね」

　私がそう言うと、龍ちゃんは楽しそうに笑った。






　中は、暗くて、青くて、ちょっと寒く感じるくらいにひんやりとしていた。クラゲがたくさんいる水族館らしくて、幻想的にライトアップされたクラゲをぼんやりと眺める。

　ちら、と隣に立っている龍ちゃんを見る。

　青白い光が、龍ちゃんの端正な横顔をより大人っぽく見せているなぁ、なんて。

「綺麗だね」

「えっ」

　龍ちゃんの横顔を眺めていた私に向かって、龍ちゃんが突然そう言った。

「クラゲ」

「あ、う、うん」

「……環奈ちゃん今、クラゲじゃなくて僕のこと見てなかった？」

「み、見てないよ」

「でもほら、見て」

　龍ちゃんは、目の前にあるクラゲの水槽を指さした。真っ暗な水槽が、不意に、青白く内側から照らされる。水槽のガラスに反射した自分と目が合った。私はそこで「あっ」と気がつく。

「ここに映ってる環奈ちゃん、ずっと僕の方を見てたけど」

「りゅ、龍ちゃん越しにあっちのクラゲを見てたの！」

　慌てて、隣の水槽の中で気持ちよさそうに浮いている赤いクラゲを指さした。

「……じゃあ、そういうことにしておいてあげる」

　たっぷりと目を細めて、龍ちゃんが意地悪っぽくそう言った。

（あれ、でも……）

　それってつまり、龍ちゃんも私の横顔をガラス越しに見てたってこと、なのかな。見るのはいいけど見られるのは恥ずかしいんだけど……。

「もう、次行くよっ」

　照れてしまったのを悟られないように、私はそう言って次のコーナーへ足を進めた。いくつかに分けられた水槽で、深海魚やネコザメがゆらゆらと漂うように泳いでいる。その水槽のひとつを指さして、龍ちゃんが、

「環奈ちゃん、なんか変なのがいる」と、何か不気味なものを見たような声色で私を呼んだ。龍ちゃんの指さしている先を見ると、

「ああ、チンアナゴだね」

「チンアナゴ……？」

　龍ちゃんが、わかりやすく顔を顰しかめた。なんだその名前、って思ってるのが顔に書いてある。

「そっか、チンアナゴが流行った頃には、龍ちゃんはもう日本にいなかったのか」

「流行った？　これが？」

「ふふ、そう。可愛いでしょう？」

　腰をかがめて水槽を覗き込む。龍ちゃんも、それに倣って私の隣で腰をかがめた。真っ白な砂から顔を出す白黒のチンアナゴと、黄色いニシキアナゴの群れを、龍ちゃんは不思議そうに見つめている。

「女の子の可愛いは、信用するなって」

「誰がそんなこと言ったの？」

「環奈ちゃんが」

「えっ」

　高校生の私は、小学生男子に何を言っているんだ……。

「信用するなというかまぁ、男の子の言う可愛いとは使われる場面が違うというか、ね。もっと広義の可愛いというか」

「うん、今それが証明された」

　真剣な面持ちでそう言いながら、龍ちゃんは水槽の左端にいるチンアナゴの群れをじっと見つめている。

「なんでここら一帯、みんな同じ方向を見てるんだろう」

「ん？　あ、ほんとだね。何もないのにね」

「もしかして……この一帯のチンアナゴは砂の中で一本に繋がっていて、実は一匹なのかも……」

「何それ、気持ち悪い！」

「植物の根っこみたいに、こう」

　本気のトーンで言って、手を使って「根っこ」を表現しながら、かがめていた腰を真っ直ぐに伸ばした。私が笑いながらそれに倣うと、龍ちゃんは順路を進み始める。チンアナゴは、あまり気に入らなかったらしい。少し行くと、ペンギンの泳いでいる水槽が目に入った。

「わぁっ」

　ちょうど、飼育員さんに連れられて、通路をペンギンたちが横断しているところだった。

「か、かわいいいいい……」

　トテトテとおぼつかない足取りで歩いていくペンギンの周りには、子どもたちが集まって、文字通り小さな人だかりができていた。飼育員さんが楽しげな声色で、水槽の方へうまく誘導していく。

「人間の赤ちゃんみたいだね」

　と私が言うと、

「でも、立派な成人だと思うよ」

　と、龍ちゃんがさらりと冗談を言った。

「成人って、人じゃないでしょ」

「じゃあ、……成ギン？」

「ふふっ、なにそれ！」

　真剣な表情でそんなことを言う龍ちゃんがおかしくて、私は思わず吹き出してしまった。

「だから、いくら見た目が可愛くても、いくら記憶の中の姿が可愛くても、大人になったからには大人として扱ってほしいって思ってるかもよ」

「……え？」

　龍ちゃんの言葉に、私はドキッとしてしまう。

「……ペンギンの話だよ」

　龍ちゃんはそれだけ言って、ペンギンに背を向けた。それから、少し先にあるカフェを指さし、

「休憩しよっか。喉乾いたよね」

「う、うん」

　なんでもなかったみたいに歩き出した。龍ちゃんの後に続いて、私もカフェのレジへ向かう。龍ちゃんはここでもブラックのアイスコーヒーを選んだ。私は、嘘みたいに青い色をしたソーダに、ペンギンの形をした氷が浮かんだドリンクを持って、ペンギンの水槽が目の前に広がるテーブルにドリンクを置いた。

「いい席だね」

　と言いながら、龍ちゃんはさりげなく、私が座る方の椅子を少し引いてから、隣の席に腰を下ろした。

「ありがとう……」

　水槽の方へ視線が向くように椅子が設置された二人がけの席は、どう見てもカップルのために作られたって感じで、テーブルが狭くて、座ると距離が近かった。

　それをちょっとだけ意識してしまって、龍ちゃんから自然と距離を取るように、姿勢を正して椅子に座る。こんなに近くで、気をつけていないと膝がぶつかってしまいそうな席で龍ちゃんと並んで座っていると、すごく、そわそわする。そわそわするし、そわそわしてるのはバレたくない。

（それに、さっきみたいに、龍ちゃんのことを見てるってバレるのも恥ずかしい……）

　青いソーダを握りしめてストローで吸い上げる。下の方に溜まっていたブルーハワイのシロップ原液を吸い上げてしまって、甘さに眉を顰めた。慌てて、上の方のサイダーや氷と混ぜ合わせるようにストローをかき回すと、上に浮かんでいた氷のペンギンが、ゆっくりと溺れていく。

「あ……」

「ん？　どうしたの？」

「う、ううん、なんでもないの」

　泳いでいるペンギンを見ながらアイスコーヒーを飲んでいた龍ちゃんの視線がこちらへ注がれ、私は、氷のペンギンが沈んでしまったことが悲しい、なんて幼稚なことを言うのが恥ずかしくて、カップを隠すように手で握った。それ以降会話がないせいで、周りはこんなに騒がしいのに、プラスチックのカップの中で氷が転がる音が聞こえた気がした。

　視界の端で、龍ちゃんもアイスコーヒーを飲んでいるのがわかる。目の前にある水槽を眺めながら、だけどそのガラスに映る龍ちゃんを見ることはないように、変に神経を尖らせてしまう。そこでふっと、我に返る。

（私、どうしてこんなに緊張してるんだろう……）

　龍ちゃんが、急に大人になって現れたから。

　龍ちゃんが、昔より背が高くて知らない人みたいだから。

　龍ちゃんが、それなのに、昔みたいに「環奈ちゃん」って、私のことを呼んでくれるから。

　龍ちゃんが、すごく、優しい笑顔で私を見るから……。

「……環奈ちゃん？」

　突然、龍ちゃんから声をかけられて、私は慌てて返事をした。

「へっ？　な、なに？」

　声が、心なしかうわずってしまったような気がして、小さく咳払いをする。ソーダの入ったカップをテーブルに置いて、それから、龍ちゃんの方へ向き直った。

「どうしたの？」

「……なんか、ずっと目が合わないなぁって思って」

「そ、そう？」

　そんなふうにしっかり言葉にされてしまうと、なんだか気まずい。思わず、目線を外してしまう。

「ほら、今も」

「ご、ごめん」

　龍ちゃんを見ると、なんだか拗ねた子どものように唇を尖らせて、アイスコーヒーをストローで吸い上げていた。……可愛い。ストローから口を離すと、龍ちゃんは、

「僕、何かした？」

　困ったような、悲しそうな声でそう言った。私は、ゆっくり空気を吸い上げ、ドキドキしないように、声がひっくり返らないように、言葉が上滑りしないようにって気をつけながら、

「違うの、なんか、緊張しちゃって」と答えた。

「……緊張してるの？」

「うん、だって、」

　だって、の後の言葉は、

「龍ちゃんが十年前と全然違って、」

　自分でも言うつもりのなかった言葉だった。

「かっこよくなってて。それで、一緒にいるとちょっと、緊張しちゃうっていうか」

「え……」

　龍ちゃんが、今まで見た中で一番、驚いた表情をしていた。目を、もともと大きな目をもっとまんまるくして、それから、クリスマスのプレゼントを開ける子どもみたいに、満面の笑みを浮かべた。

「……どうしよう、すごく嬉しい。僕、環奈ちゃんにかっこいいって思ってもらえる大人になるって、頑張ったから」

　屈託なく、まるで私のことをずっと、アメリカにいる間もずっと忘れていなかったみたいな、私のこと、あの日に憧れたお姉さんのままで思ってくれているみたいな、そういう言い方だった。私は、自分の言ったことが、というか口を滑らせてしまったことが今更恥ずかしくなって、突然熱湯の中で茹でられてしまったみたいに、身体中が熱くなった。顔も、きっと、真っ赤になっていると思う。

「そ、そそ、そうなんだぁ、あ、えっと、うん、私ちょっと、お手洗いに行ってくるね！」

　きっと赤くなっているだろう頬に触れると、かなり熱くて、私は頬を押さえながら小走りでお手洗いへ向かった。その途中、すれ違った女の子ふたりが私のことをジロジロ見ていた気がしたけど、それどころじゃなかった。






「……ふぅ」

　お手洗いで一人になったら、少しだけ冷静さを取り戻した。そろそろ戻ろう、と思って立ち上がったところで、外から若い女の子たちが入ってくる声が聞こえた。

　個室はまだ空いているはずだけど、彼女たちはそのまま、洗面台の近くで話を続けた。化粧を直しにきたのかもしれない、と思って、そうだ私もちょっとお化粧を治してから出たほうがいいな、なんて思っていると、

「てか水槽の前の席にさ、すっごいかっこいい人いなかった!?」

「いたいた！　絶対その話すると思った！」

「めっちゃタイプなんだけど、どうしよう声かけよっかな」

「でも女の人といたじゃん」

「ああ、あの、ワンピースの」

「そうそう」

　ちょうど、個室の扉に手をかけたところだった。まさか自分の、というか龍ちゃんの話を始めるとは思わず、今出るのは気まずいな、と思って扉にかけた手を下ろした。

「えー、けどさ、彼女じゃなさそうじゃない？　服の系統が違う感じだったし」

「まあ確かに。じゃあお姉さんとか？」

「姉と弟で水族館？　弟と来たい？　水族館」

「ははっ、ないわ」

「でしょー？」

「じゃあ普通に彼女なんじゃない？」

「ええ……だとしたら、なんていうか、――趣味悪くない？」

　女の子の声色が変わって、ぎゅっと喉の奥が詰まる感じがした。

「てゆうかおばさんじゃん」

　頭の奥を、ガツンと殴られたような衝撃だった。もう一人の女の子が、「ひっど」と言いながら笑っていて、それは否定でも肯定でもない言葉だったけど、強い同意を表す響きをしていた。

（さっき、すれ違った時に私を見てた子たちかな……）

　龍ちゃんの元を離れた私をじろじろ見ていた、二十歳くらいの女の子二人組を思い出す。ちゃんと見たわけじゃないけど、かわいい子達だった。オシャレで、若くて、……龍ちゃんの隣に並んでも、おかしくない感じの。

　私は、女の子たちの声が遠のいていくのを聞きながら、龍ちゃんがかわいいって言ってくれたワンピースを、ぎゅっと握りしめた。ワンピースが可愛くても、私じゃ、だめなのかもしれない。

　龍ちゃんの隣に立つには、私は、ちょっと、相応しくないのかもしれない。

















第五話：私のお部屋と男の子












　あれから、どうしてもあの子たちの言葉が頭から離れなくて、龍ちゃんのことを全然見られなくて、心配してくれた龍ちゃんに、「今日はもう帰ろっか」と言われて解散することになってしまった。自分で招いた事態なのに、そう言われたことが、ショックだった。

　だから、体調が悪いような振りをして、龍ちゃんのせいじゃないってアピールしようとしたのに、「体調が良くない時に誘ってごめんね」と、むしろ罪悪感を植え付けてしまった。でもそれからどう取り繕えばいいかなんて私には分からなくて、結局、なんとなく気まずい空気感を残したまま、帰りも龍ちゃんの車で送ってもらった。まだ一時過ぎ。デートが終わる時間としては、世界一早いんじゃないだろうか。……デートじゃ、ないけど。

　行きの車の中では、「車の免許を取ろうかなぁ」なんて前向きな気持ちで、龍ちゃんもすごく楽しそうで、なのに、帰りの車の中はすごくシンとしていて気まずかった。龍ちゃんは怒ったり苛立ったりしている様子はまったくなくて、すごく、困っているように見えた。それがまた申し訳なくて、私は、何も言えなくなってしまう。

　車を出るときには頑張って笑顔を作ってみたけど、たぶん、それもぎこちなくて、結局最後まで龍ちゃんに心配をかけてしまった。






　それから、龍ちゃんからは何度か連絡が来たけど、簡潔に返して、会う約束はしないようにしている。そうやって龍ちゃんを避けるようになって、一週間が過ぎた。

　避けようと思えば簡単に避けられるってところが、今の私と龍ちゃんの、本来の距離を表している気がして、寂しい。そう思って、それから、自分で避けているくせにそんなことを思って寂しくなるなんて自分勝手な女だ、って自分で自分が嫌になる。

「はぁ……」

　布団の上で吐き出したため息は、誰の鼓膜も揺らすことなく真っ白なタオルケットに吸い込まれていった。寝返りを打つと、心地いい布が頬を撫でた。気持ちのいい手触りを指先で確かめて、そうだ、こうやってずっと、一人で生きてきたのに、と思う。

　大学に進学して最初の頃は、部屋の中には何もなくて。ちょっとずつ、ちょっとずつ、アルバイトして貯めたお金でお気に入りの家具や家電を買い揃えた。就職して初めて買ったものは映画を見るためのプロジェクターだったし、革張りのソファは、初めてのボーナスで。自分だけの空間、自分のためだけの部屋。そうやって自分一人で、自分の世界だけで、快適に生きてきたはずだった。誰かを、この部屋に招きたいなんて、一度も思ったことがなかった。

　なのに、今は、ここに龍ちゃんがいてくれたら、って思ってる。思ってしまっている。だって、想像してしまった。もしかしたらこの先の人生に、龍ちゃんがいてくれるかもしれないって。そんなの、私にとっての都合のいい想像で、龍ちゃんのためにはならないことだって、わかっているけど。

（六歳差って、大きいなぁ……）

　私が中学生になった年、龍ちゃんはやっと小学校に入学して、私が大学生になった時、龍ちゃんはやっと中学生。私がもうすぐ三十を迎えようという今、龍ちゃんはやっと、新社会人だ。

　もし、私があと三歳若ければ。もし、龍ちゃんが……。

　そんなことを想像したって何の意味もないのはわかってるし、そうだとしたら私たちは知り合っていないかもしれない。だってあの日、高校生だった私が病院で龍ちゃんに声をかけたのは、龍ちゃんが子どもだったからだ。中学生くらいの男の子だったり、同い年くらいの男の子だったりしたら、「何してるのかな」って気になることはあっても、あの頃の私が声をかけることはなかったと思う。

　だから、もう、どうしようもないんだって、頭ではわかってる。

　わかってるけど、耳の奥で、水族館で女の子たちに言われた言葉が、ずっと、ずっと響いている。






『てゆうかおばさんじゃん』






　甲高い、可愛らしい、まるで自分は一生若いままみたいな声で。

「……私も、そうだったのかなぁ」

　あそこまであからさまに人を嘲笑することはなかったと思うけど、それでも、若さにかまけていた部分は、私にもあったかもしれない。最近だって、仕事を押し付けてくる先輩に対して、「仕方ない」なんて言葉で隠しつつ、「嫌なおばさん」って思っていたような気がする。年上の女性を、軽率におばさんとして扱うのは、そこへ絶対に行き着く未来の自分のことを無視した、なんて愚かな行為なんだろう……って、自分がされる側になって初めて理解した。

　あの子たちは私で、だけど私にはもう、若さもかわいさもない。龍ちゃんの隣が似合う、かわいい女の子には、もう、なれない。

　思い出さなきゃいいのに、考えなきゃいいのに、そう思えば思うほど、頭から離れなくなる。

　かわいい子たちだった。若くて、キラキラしていて。外見のことを言うなら、自分が二十歳くらいのことを思い出しても、私はあんなふうにキラキラしていなかった気がする。もしかしたら、二十歳の私があそこにいたとしても、あの子たちには敵わないのかもしれない。何が、そんなに違うんだろう。私と、若かった頃の私と、あの子たちと、何が。

「……経験値？」

　思い至った考えに、どうしようもなく頭を抱える。だってそんなの、今すぐどうこうできることじゃない。というか、もうどうしようもできない。だって、二十歳の頃と、今の私、恋愛経験値、あんまり変わってない。私は、そういうことを避けて、快適に一人で生きようってポジティブな言葉で自分の気持ちを隠して、本当は、そういうことをサボってきたのかもしれない。恋愛を。恋愛をするための準備を。

　その代わりにこれをがんばりました、って、胸を張れることも、ないような気がしてさらに落ち込んでしまう。恋愛って、苦しい。ちょっと上手くいかないだけで、自分がものすごくだめな人間に思えてしまう。

　のそのそと起き上がってスマホを見ると、もう、午前中が終わろうとしていた。私はまだ、パジャマだし、起き抜けにお手洗いへ行って以降、一歩もベッドから出ていない。

「いい加減……起きよう……」

　昔、休日にダラダラしていると、お母さんから何度も「起きなさい！」って叫ばれて、「起きてるよ！」と返事をしたら、「起き上がらないと起きたうちには入らないの！」って言われて納得がいかなかったけど、今ならわかる。

　起き上がって、行動をしないと、それは寝ているのと同じだ。私はずっと、この十年間ずっと、眠ったままだった。

　顔を洗って、化粧水やクリームを顔に塗って、洗濯機を回す。回している間に今干してある洗濯物をしまおう。そう思って部屋干ししている洋服に手をかけたら、洗濯して干しておいたあの日のワンピースが目に入った。






『可愛いね、ワンピース』






　龍ちゃんの声が、笑顔が、思い出すたびに胸の奥をぎゅっと締め付ける。ああ、私、どうしたらいいんだろう。自分ではどうしようもないくらい、もう、否定なんてしようがないくらい、龍ちゃんのことが、……好き。

「……ばかだなぁ、私」

　傍から見てもお似合いで最初から上手くいきそうな恋と、そうじゃない恋っていうのがあると思う。そしてこれは、完全に、上手くいかない方の恋だ。

　だって私、あの年代の子から見たら、「おばさんじゃん」なんだから。

　ぎゅ、とワンピースの裾をつまむ。かわいいって、言ってくれたのに。なんか、龍ちゃんに申し訳ない。あんなふうに言われる私が隣に立つなんて、もしかしたら、……龍ちゃんはそんなこと思わないってわかってるけど、でも、もしかしたら、恥ずかしかったかもしれない。

　水を溜め終わった洗濯機の、力強く回る音が部屋に響き始めた。

「……」

　私以外に誰もいないから、そのせいで余計に音が響いているような気がして、ベランダへつながる窓をすこしだけ開ける。別に見たい番組なんてないのに、テレビの電源を入れた。最初についたチャンネルを、見るでもなくそのまま流し続ける。それを眺めながらベッドに腰掛けようとしたところで、

　――ピンポーン

　普段はほとんど鳴らないチャイムの音が聞こえた。

　今日は宅配が届く予定もないのに、と思いながらインターフォンのモニターを見る。

「えっ!?」

　そこに、龍ちゃんの姿があった。

　龍ちゃんは、カメラ越しに、こちらをしっかりと見つめていた。いつもの、可愛くてかっこいい龍ちゃんだった。

「どうしよう……」

　部屋着のままだし、すっぴんだし、そもそもメールであんなにそっけなくしてしまったから、すごく、顔を合わせにくい。どうしようどうしよう、と思っていると、もう一度、

　――ピンポーン

　と、チャイムがなった。龍ちゃんが、ボタンを押している様子がモニターに映っていた。

　このまま、居ないふりをしてしまおうか。

　そうすれば、龍ちゃんはきっと諦めて帰るだろうし、私がそっけなくしたことなんてそのうち忘れて、仕事が始まればきっと新しい出会いもたくさんあって、それで、私のことなんて――そこまで考えたところで、龍ちゃんがインターフォンに背を向けたのが目に入った。私は、居ないふりをしようとか思っていたくせに、思わず、

「はいっ」

　インターフォンの通話ボタンを押してしまった。






「ど、どうぞ……」

「お邪魔します」

　バタバタと部屋を片付けて、服を着替え、龍ちゃんを部屋に招き入れた。「話したいことがあるから出てきてほしい」と言われたけど洗濯機を回したばかりだったし、かと言って龍ちゃんをこの炎天下に外で待たせるのも気が引けた。それに、

（龍ちゃんがうちに上がることなんて、もうないだろうし……）

　洗濯機は相変わらず大きく音を立てていて、テレビでは最近よく見るお笑い芸人さんがお茶の間を盛り上げようと奮闘している声が聞こえた。

　玄関で靴を脱いだ龍ちゃんは、なんだか落ち着かない様子で、部屋の奥へ進んだ。龍ちゃんの背が高いからか、人が一人増えただけなのに、いつもより部屋がだいぶ狭くなったような感じがした。

「あの、適当に、座って」

「うん、ありがとう」

　話したいことがある、って言われたのを思い出して、私は慌ててテレビの電源を落とした。部屋に静けさが帰ってきて、洗面所から響く洗濯機の音とか、龍ちゃんが座ったソファの衣擦れの音とか、いろんな音が耳につく。

　ソファに腰を下ろした龍ちゃんは、「話したいこと」のせいなのか、知らない部屋にいるからなのかわからないけど、しばらく経っても落ち着かない様子でなかなか会話も弾まなかった。

　龍ちゃんは、全然、私の部屋にしっくりなんてきていないはずなのに、なんていうか、最初からそこにいたみたいな。一緒にこの部屋を選んで、一緒にこの部屋を作り上げてきたみたいな。そういう雰囲気で、私の部屋に溶け込んでいた。

（ここに龍ちゃんがいたら、なんて妄想したせいかな……）

　私はまた、自分の都合のいいように龍ちゃんのイメージを作り上げてしまっているな、と気がついて、本当は切り出したくなんてなかったけど、

「それで……話したいことって？」

　龍ちゃんの座っているソファの向かい側にあるベッドの縁に腰を下ろして、そう問いかけた。ドキドキしていることが、バレないように。平静を必死に装って、そうやって装っていることすら、気がつかれないように。ゆっくりと微笑んでみせる。

「……環奈ちゃん、覚えてる？」

　真っ直ぐな龍ちゃんの瞳は、茶色がかっていてまるでカラコンでも入っているみたいで、すごく、綺麗だった。その瞳に、私が映っている。自信がなくて、年齢だけ重ねてしまった私が。

「……何を？」

　私は、龍ちゃんが話したいことにも、自分がそこに映っていることにも、自分の気持ちにも、気が付かない振りをした。こんな出来事、私の人生においてもう二度と起こり得ない大事件なのに、まるでなんでもないことのように、そういうふうに龍ちゃんを見ていた。

「海に行ったこと」

「……あったね、龍ちゃんが引っ越す前に」

「そう。それで……その時僕が言ったこと、覚えてる？」

　龍ちゃんが、身を乗り出してそう言った。膝の上に肘をついて、そこに身体を預けるような姿勢で、両手の指を絡めて、祈るように私を見ていた。

「……」

　なんて、言えばいいのか、わからなかった。

　私はあの時も、小さかった龍ちゃんの、精一杯の言葉を、遮った。だって、私は高校生で、小学生の龍ちゃんなんて、ありえない相手だった。今だって、私はもう「おばさん」なんて言われてしまう年齢で、龍ちゃんは――だから、

「さあ、そこまでは……流石に覚えてないかな」

「……」

　唇をキュッと結んだ龍ちゃんが、この言葉で私への執着を断ち切ってくれるって思った。小さい頃の憧れを、今でも私があの頃と変わっていないみたいに龍ちゃんが胸に抱いているのは、龍ちゃんがまだ、日本に帰ってきて間もないからだ。こっちでの生活に慣れてしまえば、すぐに忘れてしまう。きっとそう。だって、そんなの、幻想みたいなものなんだから。

　思い出は美化される。特に、子供の頃に描いた憧れって、記憶が曖昧で、それを自分で補完しちゃう分、余計、綺麗になってしまう。

　高校生なんてまだ子どもなのに、小学生から見ればすごく大人でかっこいい存在で、だから、その時のイメージのまま、私が龍ちゃんの中に住み着いてしまったせいで、でも、本当は、

（本当は、私なんて、龍ちゃんの思ってるような大人じゃないし、あの頃だって別に『憧れのお姉さん』なんてキャラじゃなかった……）

　そう思ったところで、私は、あることに気がついた。

（あれ……？　なんで私、今から告白されるって決め付けてるんだろ）

　龍ちゃんは「話したいことがある」って言っただけで、別に告白しにきたって決まってるわけじゃないのに。いや、でも、だって、この雰囲気はそんな感じだし――頭の中でぐるぐると考えを巡らせながら、目の前にいる龍ちゃんと、今の自分を交互に見た。

　特に気合を入れておしゃれをした感じでもないのに、なんでもないシャツとスラックスをかなりおしゃれに着こなしているのは、スタイルや顔がいいからこそできることだ。私は、違う。私は、なんか、ちゃんとダサいなって。慌てて着替えたとはいえ、もうちょっとましな服はなかったのか……いや、ないな、って自分のクローゼットの中身を思い出して悲しくなった。そこまで考えて、自分で自分がおかしくなってしまう。

　分不相応だから好きになっちゃいけないって思っていながら、この状況で、告白される気でいたなんて、図々しいにも程がある。

「ふふっ……」

「え？」

「あ、ごめん」

　真面目な顔で私に何かを伝えようとしている龍ちゃんを前にして、思わず笑ってしまい、私は軽く謝罪の言葉を述べる。龍ちゃんが不思議そうにこっちを見ていたから、

「いや、なんか、そんなわけないのに私、告白されちゃうかもって思って身構えちゃった。ごめんごめん、話の続き、ちゃんと聞くね」

　なんて軽口を叩いて、姿勢を正して龍ちゃんに向き直った。そんなわけない、って自分の中で納得した途端、気が抜けたというか、油断してしまった。目の前にいるのは幼馴染の小さな男の子で、大人の男の人じゃないって、完全にそう、思い込んでしまった。だから、

「えっ」

　次の瞬間、龍ちゃんがソファから身体を浮かせて、私の方へ身を乗り出したことに、気がつくのがワンテンポ遅れてしまった。遅れたせいで、身構えることも、避けることもできなかった。龍ちゃんの手が、私の手に触れそうで、触れない、そういう距離にあるのを、伝わってくる熱で感じた。

　ふわっ……と甘い香りが濃くなる。ベッドに龍ちゃんの手がかかって、ギシ、とベッドが鳴いた。目の前に、龍ちゃんの、顔があって、

「龍、ちゃん……」

「なに？」

　突然のことにびっくりして、それ以上何も言えなくなってしまった。

　ちょっとだけ、わからないように身体を捩って、龍ちゃんから少しでも距離を取ろうとするけど、すぐに悟られて距離を詰められる。

「う、あ、あの」

　龍ちゃんの手が、私の左手を掴んだ。びく、とわかりやすく身体をこわばらせてしまう。

「……なに？　環奈ちゃん」

　龍ちゃんの手は、あの日の海を照らしていた日差しみたいに、すごく、すごく熱かった。指が、強張った私の指を解くように撫でて、絡まっていく。手のひらに汗をかいている気がして、

「や、やだ、待って」

　龍ちゃんの手を払おうとしたけど、そんなんじゃ全然、離れてくれない。

「待ったよ」

「ぜ、全然待ってくれてな――」

「大人になるまで、ずっと、待ったよ」

　龍ちゃんの言葉に、喉の奥が詰まる感じがした。

「僕、大人になって、迎えにきたんだよ」

「それは」

「約束したよね」

「約束、っていう、か」

「約束だよ、だって」

　ぎゅ、と絡まった指が、私の手のひらをしっかりと掴んだ。

「環奈ちゃん、待ってるって言ってくれたから」

　龍ちゃんがベッドに膝をつく。私のこと、押し倒してしまおうと思えばできるのに。そういう距離で、そういう体格差なのに。龍ちゃんは、手を握る以上には触れてこなくて。

　龍ちゃんの表情に余裕なんかなくて、なんだか、そのまま泣いてしまいそうに見えた。もう、子どもの頃とは違うのに。そんなわけ、ないのに。











＊












「帰ろう、龍ちゃん」

　環奈ちゃんが立ち上がってスカートをととのえているのが目に入って、僕はなんとなくはずかしいなって思って、顔をそらした。

　環奈ちゃんの前で、泣いてしまった。

　絶対、子どもみたいって、あきれられたと思う。

　ただでさえ僕は環奈ちゃんより小さくて、どんなに好きだって思っても、高校生のレンアイタイショウにはなれない、ってクラスの女子に言われた。

　それが、すごく、くやしい。

　くやしいけど、でも、突然大人になるとかそんなことできるわけないし。

　だから、大人になるまでずっとそばにいて、環奈ちゃんにこっちを見てもらえるように、努力するつもりだったのに。

　……なのに、アメリカなんて。

　思い出したら、また涙が止まらなくなってしまう。くやしい。泣きたくなんか、ないのに。

　環奈ちゃんの手が、僕の膝の上にあったハンカチに伸びる。環奈ちゃんはそのハンカチで、やさしく、僕のほっぺたに流れている涙をふいてくれた。

　はずかしい。

　お母さんと子どもみたい。

　だけど、……少しだけ、うれしい。

　きっと、こんなことをしてもらえるのは、僕だけだから。今は。……来週には、わからないけど。

「帰ろう？」

「……」

　そう言った環奈ちゃんに、僕は何も言えなかった。

　何か言ったら、どうしようもないのに、また行きたくないって、わがままを言って環奈ちゃんを困らせてしまいそうで。

　だから、僕は、何も言わずに立ち上がった。

　ベンチに置いておいた荷物と、ラムネの瓶をひろって帰る支度をしていると、環奈ちゃんにハンカチを差し出された。

　見上げると、いつもの優しい環奈ちゃんの笑顔があった。

　だけど、ちょっとだけ困ったような、寂しいのをがまんしてるような……そう見えるのは、僕が、そうだったらいいなって思ってるせいかもしれないけど、そういう顔で、環奈ちゃんが僕を見ていた。

「……ありがとう」

　お礼の言葉は、口の中でモゴモゴしてしまって、うまく外に出せなかった。でも、環奈ちゃんには届いたみたいで、やっぱりまた、にっこりと笑ってくれた。

　ハンカチは、僕の涙でしっとりとぬれてしまっていた。僕はそれを、大事にポケットへしまう。環奈ちゃんからもらったものだから。アメリカにも持っていって、お守りにしよう……。

　僕の持っていたラムネの瓶は、環奈ちゃんの手でするりとすくいあげられて、ゴミ箱へ捨てられた。それが、すごく、「お姉ちゃんとして当然」って感じで、やっぱりちょっと、心の中がモヤモヤしてしまった。

　なにか、言わないと。

　環奈ちゃんが僕のことを忘れてしまわないように。

　なにか、約束をしないと。

　僕が大人になったら、環奈ちゃんに会えるように。

　僕は、えいっ！　て心の中で勢いをつけながら、環奈ちゃんの手に、自分の手をすべり込ませた。

　ぎゅ、と強く握った環奈ちゃんの手は、やっぱり僕の手より大きくて、だから、強く強く握って、僕の手が小さいことなんて環奈ちゃんにわからなければいい、って願いながら強くにぎりしめた。

　どう、言えばいいんだろう。

　何を、約束すればいいんだろう。

　手を握ったのはいいけど、これからどうすればいいんだろう。

　いまさら恥ずかしくなってしまって、僕は環奈ちゃんの顔を見られなくなって、バス停へ向かって歩き始めた。僕の後を追うようについてきているはずの環奈ちゃんに向かって、僕は大きな声で叫んだ。

「環奈ちゃん」

　叫んだつもりだったのに、のどの奥がぎゅっとしまっているみたいに苦しくて、うまく声が出せなかった。からだが熱い。なのに、環奈ちゃんとつないでいる手の、指先だけが冷たい。くちびるがかんそうしてる。のどがかわいた。さっき、ラムネを飲んだのに。

「……なに？　龍ちゃん」

　環奈ちゃんの声は優しかった。

　振り向いて、どういう表情をしているのかを見たかったけど、勇気が出なくてできなかった。僕は、そのまま、ズンズンと歩きながら、言葉を続ける。

「僕、すぐに大人になる。英語ペラペラで、背が高くて、かっこいい大人になる。そしたら、環奈ちゃんのことを迎えに来るから」

　一気にそう言って、環奈ちゃんの答えを聞くのが怖くて、何か言わなきゃって、やっぱりじょうだんだよってそう言おうかなって、思っていた時、環奈ちゃんが、

「うん」

　そう言った。






「わかった、待ってる。かっこよくなって帰ってきてね、龍ちゃん」

















第六話：ずっと待ってた男の子












　龍ちゃんが、ゆっくりと唇を開いた。真っ直ぐに私を見据えて、一言ずつ、噛み締めるように。

「……好きだよ、環奈ちゃん。ずっと、環奈ちゃんのことだけを思ってた。だから、僕と、付き合ってください」

　緊張しているのが、言葉の端々から漏れ伝わってくる。もしこれが、断られるなんて思っていないような傲慢な言い方だったら、跳ね除けたって心も痛くないのに。こんなに真剣に、切実な表情を向けられると、

（どうしたらいいの……）

　心臓がどくどくと強く脈を打っていて、口から飛び出しそう、ってこういう感覚をいうんだな、なんて思って。

（でも……）

　私がここで頷いてしまえば、今の龍ちゃんは喜んでくれるかもしれない。

　だけど、それはもしかしたら今だけで、もっといろんな人と出会って、もっとふさわしい人と出会って、それから捨てられてしまったら――立ち直れない。それに、龍ちゃんの時間を無駄にさせてしまう。

「……私、もう、二十八だよ。もう、すぐ二十九になっちゃう」

「うん、知ってる」

「龍ちゃんはまだ、これから社会に出てさ」

「うん」

「いろんな出会いがあって。きっと私よりいい人にも出会って」

「うん」

「それで――」

「環奈ちゃん」

　どんどん早口になっていく私の言葉を、龍ちゃんが遮った。

「僕のこと、好き？」

　縋るような、だけどどこか確信があるような、そういう聞き方だった。

「そ、の聞き方は……」

　ずるい。だって、そんなのわかってるじゃない。

　私が龍ちゃんの言葉に、仕草に、触れる手に、一喜一憂してることなんて。

「その聞き方は、なに？」

「ずるいよ……」

「ずるい？　ずるいのは、環奈ちゃんだよ」

「私は、何も」

「ひとりだけ先に大人になって、僕のことを子ども扱いして、ずるいよ」

　それは、ずるいとかそういう話ではない、って言おうと思ったけど、すんでのところで飲み込んだ。だって、あまりにも龍ちゃんが真剣だったから。それに、そんなの――私だって、ずっと思ってた。

　龍ちゃんがもし、こんなに若くなかったら。

　私がもし、もう少し若ければ。

　あの、女の子たちみたいに――って。思ってた。でも、まさか、

（龍ちゃんが同じように思ってたなんて）

　そんなこと、思いもしなかった。

「子ども扱い……してたかな」

「してたよ。ずっと。子どもの頃から」

「それはだって、子どもだったから」

「それでも！」

　懸命に言葉を紡ぐ龍ちゃんの表情が、息遣いが、あの日の、あの時の龍ちゃんの必死さを思い出させた。

「僕は、本気だった。子どもだったけど、ずっと。だから、子どもだからって理由で、それをなかったことにしないでほしい」

　――ああ、この言葉は、あの日の龍ちゃんからの言葉だ。

　あの日私が、遮った言葉だ。

　こんなに必死で、こんなに真剣で、こんなに真っ直ぐな言葉を、あの日の私はどうして受け取ろうとしなかったんだろう。鼻の奥がツンと痛くなって、目頭が熱くなる。泣いちゃダメだ、私が泣いてどうする、って我慢しようとしたけど、止められなかった。

　頬を伝う涙を、龍ちゃんのあったかい指先が掬い上げた。

「……あの日と、反対だね」

　柔らかく微笑んだ龍ちゃんが、愛おしくて。それだけで、いいんじゃないかって。誰かにどう思われるとか、これから龍ちゃんがどうなるのかとか、そんなまだ起こっていないことに怯えて、理由をつけて、車の免許を諦めた時みたいに、そんなふうにこの気持ちを、なかったことになんてしたくないって。そう思った。

「龍ちゃん」

　涙が、止められない。

　気持ちが溢れ出して、溶けていくみたい。

「私っ……、龍ちゃんが好き」

「うん」

「大好きなの」

「……うん」

　あの日の龍ちゃんも、きっと、だから泣いていたのかもしれない。

「僕も、大好きだよ」

　私の手に触れていた龍ちゃんの手が、私の身体を支えるように背中に回されて、強く、だけど私が苦しくないように、そっと、龍ちゃんが私を抱きしめてくれた。

　あの日、あんなに小さかった男の子が、こんなに大きくなって、こんなに優しくなって、私の元に帰ってきてくれて。身体の触れ合っている部分から、お互いの熱が溶けていく感じがした。龍ちゃんはあったかくて、いい香りで、こんなにドキドキするのに、こんなに落ち着くなんて。

　止めどなく流れる涙が、龍ちゃんの肩を濡らしていく。いいのかな、って思いながら龍ちゃんの背中に腕を回した。手のひらで触れた背中は、やっぱりあったかい。それに応えるみたいに、龍ちゃんの抱き締める力が少し、強くなった気がした。

「私……ダメかなって、思って」

「うん？」

　私の小さな言葉も逃さず、龍ちゃんが「何が？」と小さく聞き返した。

「私、……自分が龍ちゃんに似合わない理由ばっかり、考えちゃって、それで、龍ちゃんのこと好きって、言っちゃダメだって思って」

「どうして？」

「だって……」

　だって、年上だから。

　だって、周りからなんて言われるか、わからないから。

　だって、恋愛なんてずっとしてこなかったから。

　だって――

「私……龍ちゃんに振られたら、たぶん立ち直れないから……」

　今までずっとひとりだったのに。龍ちゃんが現れるまで、それでも平気だったのに。今はもう、龍ちゃんがいないなんて考えられない。頭から、龍ちゃんが離れてくれない。だから、本当は、それが一番怖かった。

　理由をつけて告白しないで、一歩を踏み出さないでいれば、傷つかなくて済む。怪我を、しなくて済むから。

「僕が環奈ちゃんを振るなんて、そんなの」

「ありえないことじゃない。そんなの、誰にもわからないもの。……でも、いいの」

　龍ちゃんから身体を離して、真っ直ぐに見据える。そうだ、それでもいい。龍ちゃんがいつか、私に飽きてしまっても、それでも。

「それでもきっと、私は龍ちゃんを好きなんだろうなって思ったの」

　だから、まだ起きていない未来に怯えるのはやめるの。ひとりだけの空間で、ぬくぬくとぬるま湯に浸かっているのも気持ちいいけど。でも、もう、龍ちゃんの存在を知ってしまったから。そこに自分の熱があるって自覚してしまったから。手に入れないと、ぬるま湯はどんどん冷たくなってしまう。

「好きよ、龍ちゃん」

「……うん、僕も好きだよ、環奈ちゃん」

　龍ちゃんの視線が私の瞳から少し落ちて、唇を捉えたなってわかった。わかったのと、私が身体を傾けたのと、龍ちゃんが私の肩に触れたのと、たぶん同時だったと思う。

　ふに、と柔らかい感覚が、唇に広がった。

　この間、おでこにキスされた時とは、やっぱり、ぜんぜん違うなって、当たり前のことを思った。唇が柔らかくて、鼻先が触れ合ってくすぐったい気がした。そっと触れるだけのキス。優しくて、柔らかい。

　唇が離れると、至近距離で龍ちゃんの顔を見つめた。心なしか、顔が赤い。

「……龍ちゃん？」

「ごめん、環奈ちゃん、ちょっと待って」

　待って、というのがどういう意味なのか、経験値低めの私にもすぐにわかった。だから、

「待たない」

　そう言って、今度は私から、ちゅっと唇を重ねた。

「ふふ、仕返し」

「そんなことして……後悔するよ？」

　おでことおでこをくっつけて、わざとじゃないんだろうけど、子どもがおねだりするみたいな上目遣いで私を見た。私の気持ちを確かめるようにそう言った龍ちゃんが、私の髪を指先で優しく撫でた。身体全部が心臓になったみたい。喉の奥が詰まる。

「……しないよ？」

　それだけ言うのが、精一杯だった。言い終わるより早く、私の言葉ごと飲み込むみたいに、龍ちゃんの唇が私の口を塞いだ。

「んんっ……」

　唇を、重ねる。何度も、何度も角度を変えながら。

「龍ちゃ、んんっ」

「……なに？」

「っ、ちょっと、くるし、まって……」

　貪るようなキスに呼吸が浅くなる。少しだけ唇を離して、龍ちゃんにそう訴えてみたけど、

「待たないって言ったのは、環奈ちゃんだよ？」

　と言いながら私の髪の毛に指を通すばっかりで、やめてくれる気配はなかった。後頭部を支えられながら、また、唇を奪われる。片膝をベッドについている龍ちゃんが動くたび、ベッドがギシギシと音を立てた。

「んむっ……！」

　次の瞬間、龍ちゃんの舌先が、私の唇の隙間にそっと差し込まれた。まだ心の準備ができていなくて、そんなつもりないのに、ビクッと身体が反応してしまう。龍ちゃんの服を、背中でぎゅっと掴んだ。

「っぁ、あ……！　ふ、ぅんんっ、は……」

「……環奈ちゃん」

「ふ、ぁ……」

　唇が離れて、至近距離で龍ちゃんが私の名前を呼ぶ。

「な、なに……？」

「声、漏れてる」

「っ！　だ、だって」

「窓」

　龍ちゃんは私の身体を支えるように緩く抱きしめたまま、ベランダの窓を指さした。

「開いてるから、聞こえちゃうよ？」

「し、閉め――」

「だめ」

　跳ねるように龍ちゃんの腕から抜け出して、慌てて窓を閉めようとしたのに、手首を掴まれて窓には手が届かなかった。窓を閉めるのを阻止した龍ちゃんは、くるりと身体を翻してベッドに腰掛け、私に「おいで」と手招きしている。

「あ、あの、でも」

「いいから」

　優しく言いながら、龍ちゃんが私の身体を引き寄せる。それから、大人になった龍ちゃんの腕が、龍ちゃんの膝の上に私を座らせた。

「重くない……？」

「うん、すごく軽いよ。心配なくらい」

　龍ちゃんの笑みからは、からかいとかそう言うものは一切感じられなくて、本気でそう言ってくれてるんだなってことが伝わってくる。だから、それ以上否定したり謙遜したりするのも違うなって思って、私は黙って龍ちゃんの膝の上に抱かれた。膝の上に座っているから、顔の高さが同じくらいになって、さっきより、龍ちゃんが近い。

　優しく抱きしめられて身体を寄せると、龍ちゃんの柔らかい髪の毛が私の頬をくすぐった。甘い、香り。

（これ、シャンプーの香りだったんだ……）

　甘い香りが鼻腔をくすぐる。やっぱり、甘くて、落ち着く香りだ。

「環奈ちゃん」

「は、はいっ」

　髪の毛の香りを嗅いでいたら、突然名前を呼ばれて、返事をする声がうわずってしまった。わたわたする私に対して、龍ちゃんは余裕たっぷりな微笑みを浮かべた。

「環奈ちゃん」

「……なに？」

　龍ちゃんの左腕は私の腰あたりにまわされていて、空いている右手で私の髪の毛をそっと撫でつけながら、優しい声で私の名前を呼んでくれる。

　本当に愛おしいものを、そっと、壊さないように、大事にするみたいに。そうやって私に触れてくれる。

「環奈ちゃん」

「……う、うん」

　何度も名前を呼ばれて、その度に心臓がドキッとしてしまうし、胸の奥がきゅんと切なくなる。落ち着かないのに、すごく落ち着く。初めての感覚に戸惑いながら龍ちゃんの次の言葉を待っていると、

「――環奈」

「えっ」

　突然、龍ちゃんから名前を呼び捨てにされた。すごく、優しい響きのままで、だけど、どことなく言い慣れない感じで。龍ちゃんの顔を見ると、ちょっと、ううん、すごく、恥ずかしそうにしていた。たぶん、本人は隠そうとしているんだけど。でも、すごくわかる。ちょっと、龍ちゃんも、緊張している、って。

「……びっくり、した」

「いやだった？」

「ううん……嬉しい。名前呼びも嬉しいし、龍ちゃんも、私と同じようにドキドキしてるってわかったのも、嬉しい」

　私がそう言うと、龍ちゃんは一瞬だけ驚いた表情を浮かべて、それから、「敵わないなぁ」って言いながら困ったように笑った。

「そういうところ、本当にずるい」

「ずるくないよ、龍ちゃんがわかりやすいだけ」

「……へえ。お姉さんぶって、余裕だね」

　龍ちゃんが眉を上げて、にんまりと笑った。それから、私をそっと抱き寄せて、耳元に唇を寄せる。そっと囁くように、

「その余裕は、いつまで続くのかなぁ」

「へっ……？」

　なんだか悪者みたいなことを言いながら、龍ちゃんの指が、するり、と私のシャツの裾をめくった。ウエストをなぞるように、指先が肌をくすぐる。背骨を数えるみたいに、少しずつ、背中を上がってきて。身体の奥がざわざわと泡立つ感じがして、無意識に、下腹部にきゅっと力が入った。

「っひゃ……！」

「ほら、声」

「そ、そんなこと言ったって……！」

　だって、出そうと思って出してるわけじゃないから、止め方もわからない。唇をきゅっと締めてみても、龍ちゃんの指先が、唇が、目線が、すぐに私の唇を懐柔してしまう。

　龍ちゃんが背中に回した指先で、ブラのホックをぱちっと外した。あまりにも自然で、一瞬、どうして身体が軽くなったのかわからなくて、気がついた時には龍ちゃんの手のひらが、私の胸を直に包み込んでいた。

「っ、そ、そこ」

「だめ？」

「だ、だめじゃ……ないけど……」

　恥ずかしくて、語尾が小さくなる。だけど龍ちゃんにはちゃんと届いたみたいで。温かな手のひらがそっと動き始めた。

　そっと触られているせいで、手のひらが肌に擦れて、乳房の先端がぷっくりとその存在を主張し始めたのが、自分でもわかった。それを隠したくて、少しだけ身体を引こうとするけど、それを見とめた龍ちゃんに、

「だーめ」と、反対の腕で腰を強く抱き寄せられてしまう。

「うぁ、で、でも」

「……やだ？　僕はすごく、嬉しいけど」

「やだ、とかじゃ、ないんだけど、その」

「……なに？」

　答えなんてわかっているくせに、龍ちゃんはまた、そういう意地悪な聞き方をする。

「恥ずかしいの！　私、その……こういう経験が、なくて」

　もうすぐ三十歳になるというのに、こんなに年下の子にこんなことを言うのは別の意味でもはずかしい、と思いながら、私はついに白状した。本当は、龍ちゃんのことをリードしてあげたかったけど。

（したことないことをやってみせるっていうのは、知識があっても無理……）

　それに、もう、龍ちゃんの前でお姉さんぶるのも、なんか違うかなって。だから、意を決して、私はそれを白状した。引かれるかもって思ったけど、龍ちゃんはその言葉に「そっかぁ」と、なんだか嬉しそうな笑みを浮かべただけだった。

「引かない？　この歳で……」

「引かないよ。未経験でも、経験豊富でも、どっちでも引かない」

　言いながら、龍ちゃんの指先が胸の上をするりと滑って、先端を捏ねるように弄び始めた。

「んあぁっ」

　声が、漏れてしまう。自分の左の手のひらで、唇を塞いでみたけど、

「っあ、ああっ、龍ちゃ――」

　全然、防ぐことができない。

　龍ちゃんはそんなのお構いなしって感じで、言葉を紡ぎながら、愛撫する手を止めてくれない。

「僕は、環奈ちゃんのことが今も昔もずっと好きで、一緒にいられなかった間の環奈ちゃんのことも、丸ごと好きになれる自信があるよ」

「あっわ、私、も」

「うん？」

　龍ちゃんが、私の着ているシャツをたくし上げて、露わになった私の不健康に白い肌に、ぺろりと赤い舌先を這わせるのが目に入った。

「っ！　あ、だめッ……！」

　私の胸を掬い上げるように手を這わせて、ツンとそり立った先端を、ねっとりと口に含んだ。その間も、ずっと、上目遣いで私の方を見ている。

　わざとだ。私が恥ずかしがるってわかってて、わざとやってる。

　そう思うのに、その表情が愛おしくて、可愛くて、目を逸らせない。知らず知らずのうちに、下半身に力が入ってしまう。

「はぁうっ、ううっ、ん！　あっ、だめ、龍ちゃ、あン……！」

　ちぅ、と吸い上げられて、甲高い声をあげてしまった。口を塞いでいたはずの手で、龍ちゃんの肩をぎゅっと掴む。そんなつもりないのに、身体をそらしてしまったせいで自ら龍ちゃんの方に胸を差し出すような形になってしまった。

「私も、なに？」

　ほら、また。そうやって意地悪な子どもみたいに笑って。だけど余裕たっぷりな大人みたいな声で。それが、どうしようもなく可愛くて、

「私、も……龍ちゃんのこと、好き、全部好きぃ」

「――よくできました」

「っ――！　あァッ、ン！」

　なにも、考えられなくなる。龍ちゃんのことが好き。大好き。それだけしか、考えられなくなってしまう。

「環奈」

「っんぅ！」

「ほら、ちゃんと我慢しないと、声」

　外から運ばれてくる風と、小さな子どもたちの声に押されて、視界の端で、カーテンが揺れた。本当はそんなの気にする余裕なんてないんだけど、でも、やっぱり気になってしまって、私は必死に唇を結ぶ。その顔を見て、龍ちゃんがまた、優しく微笑んだ。

「可愛い……」

　龍ちゃんが私の身体をベッドに横たえて、私の顔の横に両肘をつき、覆い被さった。両足の間に入ってきた龍ちゃんの膝が、内腿を撫でて身体が反応しそうになってしまう。柔らかい髪の毛が頬に触れたけど、不思議とくすぐったくはなかった。

「ねえ、僕まだ余裕そうに見えてる？」

「え……？」

「これでも結構、いっぱいいっぱいなんだけど」

「……うそ、全然そんなふうに見えない」

　私の答えに、龍ちゃんは満足そうに微笑んだ。それは、なんだかちょっと子どもっぽかったけど、それは伝えないでおいた。

「ずっとだよ。子どもの頃もそうだったけど、新幹線のホームで再会した時も、水族館に行った時も、ずっとドキドキして、余裕なんてなかった」

　龍ちゃんの右手が、私の頬を包むように添えられて、そっと、唇が重ねられる。ちゅ、ちゅ、と何度も、王子様がお姫様に命を吹き込むみたいに優しいキスだった。

「……環奈ちゃん」

「……なに？」

　真っ直ぐに私を見て、龍ちゃんが少しだけつらそうに眉を顰めていた。

「ごめん」

「え？」

「――僕、もう我慢できそうにない」

「っ」

　そう言って、唇を奪われた。

　さっきまでの優しい触れ方とは違って、強引で、乱暴な口づけに、私は呼吸がうまくできなくて、それでも龍ちゃんから離れたくなくて、必死に唇を重ねた。

「ふっ、んん……！　んむっ」

「環奈、唇開いて」

「へ……？」

　龍ちゃんの言葉を私が理解するより先に、うっすらと開かれた唇の隙間から、龍ちゃんの舌先が潜り込んできた。唇とは違う感覚に、身体の奥で何かが震えるのを感じた。

　舌先が歯列をなぞり、私の舌先を誘うように口内を這う。どうすればいいのかわからなくて、だけど、自然と自分の舌先を差し出した。それを、すぐにねっとりと絡め取られる。

（なに、これ……！）

　ビリビリと、背中の方を快感が駆け抜けていくのが、自分でもはっきりとわかった。無意識に、龍ちゃんの背中に腕を回す。しがみつくようにぎゅっと抱き寄せて、龍ちゃんの重みが少し苦しくて、だけど、それすらも気持ちがいいと思った。頭が、クラクラする。

「っあ……」

　不意に、龍ちゃんの唇が離れた。舌先に、感覚が残っている。もっと欲しい。そう思うけど、まさか口に出すことはできなくて、龍ちゃんの目をじっと見つめた。

「好きだよ、環奈」

「うん……私も好き」

　好き、って言われるたび、環奈、って呼ばれるたび、身体の奥がぎゅっと硬くなるのを感じた。

「……キス、したい」

「……」

　私の言葉に、龍ちゃんはなにも言わなかった。なにも言わず、余裕のない表情で、また、私の唇を奪った。口内をたっぷりと味わいながら、右手が私の胸元に伸びる。心臓が速いのがバレてしまう、なんて、もう思わなかった。その指先が向かう場所を、私はもう、知っているから。

「ひゃ、ああっ」

　龍ちゃんが私の胸をしっかりと包み込んで、そのままゆっくりと揉みしだく。時々、指の先が胸の先端を掠めて、そのたびに背中が跳ね、声が漏れる。

　胸を弄んでいた右手が、私の肌を這いながら少しずつ下へと降りていく。ウエストのラインをなぞられると、それだけで、身体が反応した。

「……環奈」

　龍ちゃんが、私の名前を呼ぶ。声に欲情が、熱が、じんわりを染み出していた。

　その先は言われなくても、わかっていた。私も、そうしたいって思ったから。

「うん、……来て？　龍ちゃん」

　龍ちゃんの指先が、スカートの裾をまくって、私の太ももを撫でる。

　内腿を撫でられて、不意に、声が漏れそうになった。下着の縁に龍ちゃんの指がかかった時、一瞬、なんで今日に限ってこんなダサいパンツを履いてるんだろうって思った。けど、指先が下着の中へ入り込んだ瞬間、そんなことは考える余裕も無くなってしまった。

「りゅ、龍ちゃん、待って」

「……くすぐったい？」

「……うん」

「今嘘ついたでしょ」

「っ、う、嘘じゃ、ない」

「そう言えば僕がやめると思った？」

　図星だった。くすぐったいって言えば、龍ちゃんは手を止めてくれるって思って、頷いた。恥ずかしくて、あとちょっとだけ怖くて。だけど、さっきから身体中を支配しているビリビリとした感覚が、そこにもあって、少し、期待もしてしまっていて。自分でも、感情がぐちゃぐちゃでなにが本心なのかわからない。

「えっと……恥ずかしくて」

　言葉を選んでそう言った。

「大丈夫、恥ずかしいことじゃないよ」

「でも、その、形とか、変かも、って」

「それも大丈夫。僕は比較対象を知らないから」

「……えっ」

　私が驚いている間に、龍ちゃんの指がするりと奥のほうへ入ってきた。恥ずかしくて足を閉じようとしたけど、龍ちゃんの膝に阻まれる。ぬるり、とした感覚が、指先が動くたび身体の中央に広がった。

「ひゃあっ」

「……環奈、すごく濡れてる」

「い、いわ、言わないでよそんなこと……！」

「ごめん、でも嬉しくて」

　言いながら、龍ちゃんは、私の硬く閉ざされていた蕾を、ほぐすように何度も撫でた。撫でて、ねっとりとした愛液を塗り広げる。時々、指先が先端を弾いて、体が大きく跳ねてしまった。

「んぁっ、そ、それ、だめ」

「だめ？　どうして？」

「なんか、あぅっ、すごく、ビリビリする」

「……環奈、すごくえっちな顔してる」

　だめって言ってるのに、龍ちゃんはちっとも手を止めてくれないし、そんなことを言って私を見下ろしている龍ちゃんの顔だって、すごく、どうしようもなく、えっちだ。

「腰あげて」

「う、うん」

　言われるがままに腰を浮かすと、龍ちゃんが、私の下半身をかろうじて隠してくれていた下着を、するりと抜き取った。心もとなくて、自分だけこんな格好をしているのも恥ずかしくて、だけど「龍ちゃんも脱いで」なんて言うのも恥ずかしくて。どうすればいいかわからないでいると、龍ちゃんも、自分のシャツのボタンに手をかけた。それから、

「環奈、シャツめくって？」

　龍ちゃんがそう言った。

「……えっ？」

「シャツ、自分でめくって、見せて」

「え、や、でも、あの」

「環奈」

　龍ちゃんの瞳が、真っ直ぐに私を捉えていて、そこには、優しいけど有無を言わさぬ感じがあった。シャツがはだけて、龍ちゃんの首筋が、胸元が、顕になる。

　それに、私も、龍ちゃんの言うことを聞きたいって、その先を知りたいって、たぶんどこかで思っていて。両手を自分のシャツの裾に伸ばして、ぎゅっと握った。それから、ゆっくりと捲り上げる。無意識に、胸が左右に流れていかないように脇をしめて、ホックが外れただけのブラも、シャツと一緒に持ち上げた。

「いい子だね」

「きゃっ、ああ！　あっ、龍ちゃんっ、んん……！」

　龍ちゃんの唇が、私の胸の先に吸い付いて、それと同時に、だらしなく愛液を垂れ流している私の芯の部分を指の腹で丁寧に捏ねていく。身体に走るザワザワとした感覚に、無意識に背中を反らせ、腰が浮いてしまう。

「ひぅっ、らめっああっ……！」

　バチバチッと目の奥で何かが光った気がした。身体中の血液が沸騰して、心臓を世話しなく動かしている。今までとは比べ物にならないような快感が身体中を一気に駆け抜けて、足の指先から、頭の先から、一気に放出されたような心地だった。
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「っ、あぅ……はぁ、あっ……」

「……環奈、今、もしかして」

「や、だめ、言わないでっ」

「ふうん？　……だめだよ、一人で気持ち良くなっちゃ」

　龍ちゃんが、私の愛液がねっとりとついた指先を、興味深そうに眺めていて、私は慌てて龍ちゃんにティッシュを渡した。

「や、やめて、そういうの見ないで」

「……環奈ちゃんのこと、全部知りたいだけなのに」

　言いながら、大人しく指先をティッシュで拭い、それから私が寝転んでいるベッドに、一緒に横になる。私は自然と、龍ちゃんの胸の中に収まって、それが、あまりにも自然で、しっくりときて、なんだか不思議な心地がした。汗ばんでいるせいで、余計、密着しているように感じるのかもしれない。

　心臓は未だに早鐘を打っているし、肩で懸命に息を整えてはいるけど。それでも、龍ちゃんの腕の中は、すごく落ち着く。そこにいるだけで何も怖くないって、そういう気持ちになった。

「……龍ちゃん」

「うん？」

「大好き」

「うん、僕も大好きだよ」

　頭上から声が帰ってきて、龍ちゃんが強く私を抱きしめてくれた。すると、腰の辺りに何か硬いものの感触があって。私は、今までそれに触れたことなんてないのに、それが何だかすぐに理解して、カァッと頬が赤くなる。

「あ、あの、龍ちゃん」

　私は少しだけ身体を龍ちゃんから話して、顔を見上げる。

「……あの、えっと……続き、する？」

　龍ちゃんの硬くなった下腹部を指差しながらそう言うと、龍ちゃんはすごく恥ずかしそうに顔を背けた。こちらに向けられた耳が、先まで真っ赤に染まっている。

「……恥ずかしい」

「は、恥ずかしいことじゃないって、さっき龍ちゃんが――あ、でも」

　まさかこんな展開になるなんて思っても見なかったから、というか今までそんなもの必要な人生を送ってこなかったから、私の部屋にはゴムがない、ということに突然思い至った。私がそれを口にするより早く、同じタイミングで龍ちゃんもそのことを思い出したのか、ものすごく気まずそうに、

「実は」と龍ちゃんが口を開いた。

「……ゴム、持って、きてるんだけど」

「え」

「ご、ごめん、違う、その、最初からこうなるって思ってたわけじゃないけど、その、なんていうかお守り的な意味を込めて、その」

　龍ちゃんの顔が、一気にお湯が沸いたように真っ赤になっていく。しどろもどろで、恥ずかしさからか後ろめたさからか、私と全然視線が絡まない。

「……ふふ」

「……環奈ちゃん？」

　それが、可愛くて。等身大って感じで。年下の男の子って感じで。でも、もうそれが気になるとか、そういうのじゃなくて。

「可愛い。大好き」

　愛おしい、と思った。

　私の表情に安心した様子の龍ちゃんが、ぎゅっと私を強く抱きしめた。

（……私、人生で、今が一番幸せかもしれない）

　龍ちゃんの腕の中で、いつもの自分の部屋で、心地よさに溺れてしまいそうだな、って思った。

















終話：もうひとりの男の子












「おかあさぁん、ちょっとこれあけてー」

「ま、待って、お母さん今ちょっとできないからお父さんにやってもらって」

「やだやだ！　おかあさんがいいの！」

　顔を左右に勢いよく振りながらそう言うと、茶色っぽい髪の毛がふわりと立ち上がった。ぶうー、と突き出した唇と懸命に寄せた眉根で、不機嫌さをアピールしている男の子を見て、

「やめなさい、ずっとその顔になるよ」

「ならないよ！　おとうさんはすぐそういう嘘ばっかり！」

「ははっ、生意気だなぁ」

　お父さんと呼ばれた男性が、しわの寄せられた男の子の眉間を人差し指でぐりぐりとくすぐるように押した。

「もう、やめてってばぁ！」

「うん、直った。ほら、それ貸して。お母さんは運転中だから開けられないよ」

「……はぁい」

　チャイルドシートのベルトに引っ張られながら、なんとか腕を伸ばして、男の子がお父さんにラムネを手渡した。

「まあ、お母さんは運転中じゃなくてもラムネを開けるのが下手なんだけど」

「そうなの？」

「そ、そんなことないよ！」

「じゃあさ、じゃあさ、ぼくの方がおかあさんより先に開けられるようになるかなぁ」

　男の子はうれしそうに、ミラー越しにお母さんの表情を伺う。お母さんはちょっとだけ複雑そうな笑みを浮かべて、

「そうかもね」と答えた。

「おとうさんやっぱりそれぼくが開ける！」

「今度ね。これはお外で練習しないと」

「え～……おかあさん、次からはぼくがおかあさんの分も開けてあげるからね！」

「ふふ、ありがとう」

「おとうさんよりぼくの方がね、うまくなると思う」

　謎の自信を見せつける男の子の言葉に、お父さんとお母さんは同じタイミングで微笑んだ。

「はい、どうぞ。こぼさないようにね」

「うん！」

　お父さんの開けてくれたラムネを受け取ると、両手で懸命に支えながら、男の子は勢いよく瓶を傾けた。そして、

「っぷはぁ！　おいしいっ」

　ラムネの瓶から口を外した瞬間、気持ちよさそうにそう言う。

「ちょっと、なにそのビールの広告みたいな飲み方」

「だっておかあさん、いつもこうやってビールのんでるよ」

「えっ、そ、そんなことないよ」

「そんなことあるよ！　ね、おとうさん」

「うん、そんなことあるね。キッチンで立ったまま飲んでることもあるよね」

「そうそう！　こうやってこしに手をあててのんでるよね」

　お父さんの同意が得られた男の子は、ラムネを片手で持って、反対の手を腰に当てながら嬉しそうにそう言った。お父さんが慌てて、「両手で持たないと危ないよ」と注意する。

「ええ……なんでそんなところ見てるの」

　ハンドルを握りしめたまま、お母さんは恥ずかしそうに顔を歪めた。

「子どもは、親が思うほど子どもじゃないからね。親のことをよく見てる」

「……そうね」

　薄く開いた窓から、潮風が運ばれてくる。カーブを曲がると一気に視界が開けて眼下に海が広がった。

「うわぁ、綺麗」

「ほら、ちゃんと前向いて」

「はぁい」

　運転席側の窓いっぱいに広がる海に目を奪われたお母さんを、窘めるようにお父さんがそう言った。後ろの席でラムネに夢中になっている男の子は、まだ、海に気がついていない。

「環奈」

「うん？」

　真っ直ぐに前を見据えてハンドルを握る環奈の名前を、龍之介がそっと呼びかける。

「あの日、僕を救ってくれたのは、環奈だったよ」

「――えっ？　龍ちゃん、なんて言ったの？」

　ちょうど、後ろの席の男の子が海に気がついて「うわぁっ！　海だぁー！」と挙げた声に重なって、うまく聞き取れなかった。

「ううん、何でもない。……ほら、ちゃんと座りな？　悪い子は海に入れないよ」

「また嘘だ！」

　男の子が不服そうに唇を突き出して、お父さんを指さす。お父さんは楽しそうに笑って、何でもなかったかのように男の子と会話を続けた。

（……救われたのは、私の方だよ）

　環奈はそう思いながら、ハンドルを強く握り直した。

「私、龍ちゃんと結婚して、今が一番幸せって、毎日思うよ」

　環奈の言葉に、龍之介は優しく微笑み、環奈の頬にチュッと優しいキスをした。それを見て、後部座席に座る男の子が、「ぼくもしたいのに！」と言って唇を尖らせる。それを見て、また、二人は同じタイミングで微笑んだ。
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